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、
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来
文
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二
年
写
本
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、
和
化
漢
文
の
口
頭
語
資
料

一
、
は
し
が
き

鎌
倉
時
代
は
、
い
わ
ゆ
る
言
文
二
途
に
別
れ
、
書
き
言
葉
と
話
し
言
葉
と
の
間
に
開
き
が
大
き
く
な
り
始
め
る
時
期
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

か
ら
久
し
い
。
し
か
し
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
話
し
言
葉
の
研
究
は
、
成
書
は
無
論
、
組
織
立
っ
た
考
察
も
殆
ど
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

部
分
的
に
は
、
軍
記
物
や
高
僧
の
書
簡
な
ど
に
「
談
語
語
」
と
か
「
口
頭
語
」
の
存
在
を
指
摘
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
断
片
的
な
事
象
に

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定

五
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六

止
ま
っ
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
の
話
し
言
葉
を
対
象
と
し
て
取
上
げ
組
織
立
っ
た
考
察
を
す
る
に
は
、
先
ず
、
そ
れ
に
堪
え
う
る
資
料
を
蒐
集
し
整
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
如
何
な
る
文
献
が
そ
の
資
料
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
文
献
の
ど
の
部
分
が
そ
の
資
料
に
適
す
る
の
か
を
認
定
す
る
必
要

が
あ
る
。
こ
の
認
定
が
容
易
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

抑
も
、
今
日
に
遺
存
す
る
当
代
の
文
献
は
、
文
字
を
媒
介
と
し
て
い
る
以
上
、
基
本
的
に
は
書
き
言
葉
に
よ
っ
て
い
る
。
書
き
言
葉
の
網

を
か
ぶ
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
或
る
文
献
－
例
え
ば
「
聞
書
」
の
よ
う
な
文
献
1
が
話
し
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
ど
の
程
度

に
そ
の
時
代
の
話
し
言
葉
を
反
映
し
て
い
る
の
か
慎
重
に
吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
上
、
〝
そ
の
時
代
の
話
し
言
葉
″
と
認
定
す
る
た
め

の
拠
り
所
と
な
る
べ
き
話
し
言
葉
の
資
料
そ
の
も
の
が
得
難
い
。
日
常
談
話
を
録
音
し
た
り
速
記
し
た
り
す
る
技
術
の
な
か
っ
た
時
代
に
は
、

話
し
言
葉
を
話
し
た
ま
ま
に
書
く
と
い
う
口
語
体
の
表
現
方
法
は
未
だ
成
立
し
な
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

口
語
体
は
、
現
代
語
法
に
基
い
て
書
く
文
章
に
つ
い
て
い
う
か
ら
、
現
代
語
の
語
法
を
尺
度
と
し
て
鎌
倉
時
代
の
話
し
言
葉
の
体
系
を
測

る
こ
と
は
、
話
し
言
葉
自
体
が
変
遷
す
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
危
険
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
無
論
、
そ
の
中
に
は
現
代
語
の

語
法
に
通
ず
る
も
の
も
あ
る
に
違
い
な
い
か
ら
参
考
と
は
な
る
も
の
の
、
鎌
倉
時
代
の
話
し
言
葉
は
、
現
代
の
口
語
に
よ
っ
て
測
る
の
で
は

な
く
、
当
代
の
文
献
の
中
か
ら
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
代
の
文
献
に
反
映
し
た
話
し
言
葉
を
、
こ
こ
で
は
「
口
頭
語
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
「
口
語
」
と
い
う
術
語
は
現
代
語
法
に
基
い
て
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
こ
れ
と
区
別
し
、
又
、
「
話
し
言
葉
」
は
当
代
人
が
日
常
談
話
に
用
い
た
言
語
の
全
体
像
を
想
定
し
た
用
語
と

す
る
。鎌

倉
時
代
の
文
献
か
ら
口
頭
語
の
資
料
を
求
め
る
手
立
て
と
し
て
、
筆
者
は
、
本
誌
前
号
に
お
い
て
、
先
ず
延
慶
本
平
家
物
語
の
会
話
文

の
用
語
に
注
目
し
、
会
話
文
（
又
は
思
惟
文
）
に
だ
け
用
い
ら
れ
て
地
の
文
に
は
全
く
用
い
ら
れ
な
い
語
群
を
助
詞
・
助
動
詞
・
連
語
等
に
つ

い
て
指
摘
し
、
副
助
詞
「
バ
シ
」
、
助
動
詞
「
ム
ズ
」
、
連
語
「
サ
ル
こ
テ
モ
（
ハ
）
」
等
十
二
種
を
取
上
げ
た
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
語
群
が
地



の
文
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
文
献
を
鎌
倉
時
代
の
文
献
の
中
か
ら
選
び
出
し
、
「
草
案
集
」
「
諸
事
表
白
」
「
却
療
忘
記
」
な
ど
六
文
献
を
指
摘

し
、
文
章
が
口
頭
語
を
基
調
と
し
て
い
る
と
見
た
。
そ
れ
ら
は
、
法
会
に
際
し
て
の
談
話
ノ
ー
ト
で
あ
っ
た
り
、
日
常
談
語
の
聞
書
な
ど
で

（1）

あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
前
号
で
扱
っ
た
文
献
は
、
主
と
し
て
片
仮
名
文
（
又
は
片
仮
名
交
り
文
）
で
あ
り
、
言
語
事
象
も
助
詞
・
助
動
詞
な
ど
の
文
法
事

項
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
、
和
化
漢
文
を
対
象
文
献
と
し
、
音
声
・
音
韻
の
事
項
に
重
点
を
お
い
て
、
鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
資
料
の
認
定
の
問
題
を
考
え

て
み
よ
う
と
思
う
。

こ
こ
で
扱
う
和
化
漢
文
は
、
将
門
記
二
本
と
古
往
来
二
本
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
訓
点
の
施
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
が
、
そ
の
訓
点
を
二
本

間
相
互
に
比
較
す
る
と
、
表
記
の
上
で
大
き
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
∵
万
は
当
時
の
表
記
規
範
に
適
う
が
、
他
方
は
そ
の
規
範
に
大
き
く

外
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
口
頭
語
と
の
関
連
を
考
え
る
手
掛
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

尚
、
和
化
漢
文
と
い
え
ど
も
、
訓
点
で
あ
る
か
ら
に
は
、
漢
文
訓
読
の
語
彙
・
語
法
が
基
調
に
あ
る
。
そ
の
網
を
か
ぶ
っ
た
中
で
、
表
記

規
範
か
ら
外
れ
た
も
の
が
存
し
、
そ
こ
に
口
頭
語
資
料
の
問
題
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

二
、
将
門
記
二
本
の
比
較

将
門
記
に
は
、
院
政
初
期
書
写
の
古
写
本
が
二
本
現
存
す
る
。
真
福
寺
蔵
の
承
徳
三
年
（
一
〇
九
九
）
書
写
本
と
、
楊
守
敬
旧
蔵
の
院
政
初

期
書
写
本
と
で
あ
る
。
こ
の
両
本
に
施
さ
れ
た
訓
点
を
比
較
す
る
と
、
本
文
は
凡
そ
同
じ
内
容
で
あ
る
の
に
、
そ
の
訓
点
の
表
す
語
に
は
甚

（2）

し
い
相
違
が
あ
る
。
例
え
ば
、
曾
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
ヲ
」
と
「
オ
」
と
の
仮
名
遣
に
お
い
て
、
承
徳
三
年
書
写
本
（
以
下
「
承
徳
本
」
と

略
称
す
る
）
で
は
、
声
調
の
違
い
に
応
じ
て
使
い
分
け
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
楊
守
敬
旧
蔵
本
で
は
使
い
分
け
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
相
違
は
、
他
の
事
象
に
つ
い
て
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
、
本
稿
の
意
図
す
る
課
題
に
係
わ
る
諸
事
象
を

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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1
＼ノ

取
上
げ
て
み
る
。

0
　
字
音
語
の
開
拗
音
の
表
記

サ
行
の
開
拗
音
の
仮
名
表
記
に
お
い
て
、
承
徳
本
が
ヤ
行
表
記
を
す
る
の
に
対
し
て
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
は
直
音
表
記
を
し
て
い
る
。
こ
の

（3）

こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
所
で
あ
る
が
、
左
に
そ
の
全
例
を
掲
げ
る
（
算
用
数
字
は
原
本
の
行
数
、
「
別
」
は
別
筆
仮
名
で
あ
る
こ
と
を
示
す
）
。

〔
承
徳
本
〕
（
「
ユ
」
は
「
ン
」
で
示
す
。
以
下
特
に
断
ら
な
い
時
は
こ
れ
に
同
じ
）

稼
稜
　
（
1
1
9
）
　
服
織
　
（
瑚
）
＋
寝
－
食
　
（
3
1
0
）
　
恩
師
　
（
3
5
5
別
）

叶．一＝‥

シ
ユ数

旬

カ
シ
ヨ
ク

ウ
シ
ヤ
ウ

（
2
9
2
別
）
　
羽
翔
　
（
5
0
）

ム

シ

ユ

ン

　

　

　

イ

ウ

シ

ユ

ン

　

　

　

シ

ユ

ン

タ

イ

（
望
　
鉾
楯
　
（
1
1
5
）
　
優
性
　
（
4
3
3
）
　
舜
岱
（
4
7
5
）

シ
ヨ
ク
　
　
　
　
　
　
　
シ
ム
　
シ
ヨ
ク
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ウ
シ
ヨ
ク

シ
ヨ
U

縦
容
（
型
　
（
「
レ
」
は
g
の
表
記
。
以
下
同
じ
）

〔
楊
守
敬
旧
蔵
本
〕
　
（
行
数
の
下
の
①
は
第
二
橿
仮
名
、
②
は
第
二
種
仮
名
、
③
は
第
三
種
仮
名
を
示
す
が
、
覆
製
本
に
依
っ
た
も
の
で
あ
り
、
区
別
の

困
難
な
も
の
も
あ
り
、
峻
別
で
き
て
い
な
い
）

サ
ウ
　
分
　
　
　
　
　
　
　
サ
ア

生
－
分
（
1
8
6
②
）
　
邪
悪
（
4
3
3
①
か
）

ス

　

　

　

　

　

　

ス

主
（
2
2
1
②
）
　
主
0
（
平
）
0
従
（
上
）
（
1
4
6
②
） サ

ヤ

ア

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

サ

リ

邪
悪
（
4
3
6
「
サ
ヤ
」
③
、
「
ヤ
」
は
本
の
ま
ま
）
　
阿
聞
梨
（
4
3
5
①
か
）

ス

　

　

　

　

　

フ

ク

ス

　

　

　

　

ス

　

　

　

　

　

ス

ン

従
⊥
共
（
甜
②
）
　
服
従
（
2
7
5
②
）
　
受
領
（
3
1
4
③
）
。
駿
（
去
）
0
馬
（
上
）
（
Ⅲ
③
）

ス

ケ

ツ

シ

テ

　

　

　

　

　

　

ス

巡
検
　
（
描
②
）
　
中
旬
（
川
②
）

レ

イ

ソ

　

　

　

　

ソ

ウ

ハ

　

　

　

　

ソ

ウ

　

　

　

　

　

ソ

ウ

ヨ

ウ

　

　

　

　

シ

ム

ソ

ク

黎
庶
（
3
7
5
②
）
　
乗
馬
（
1
2
2
③
）
　
承
－
引
（
雄
②
）
　
縦
容
（
蝿
②
）
　
寝
食
（
3
0
6
②
）

⇔
　
字
書
語
の
合
拗
音
の
表
記

ス
セ

宿
世
（
2
7
7
②
）

合
拗
音
の
表
記
は
、
承
徳
本
が
「
ク
ワ
」
「
ク
ヰ
」
の
仮
名
表
記
を
す
る
の
が
主
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
は
、
類
音
字
を
用

い
、
仮
名
表
記
を
す
る
時
は
直
音
表
記
で
あ
る
。

〔
承
徳
本
〕

ク

ワ

　

　

　

　

　

　

ク

ワ

　

　

　

タ

ワ

イ

ケ

イ

干
0
（
平
）
弐
0
（
平
）
（
3
9
）
　
干
支
（
型
　
会
暫
（
竺

ク
ワ
イ
シ

魁
師
（
弛
）

ク
ワ
イ
シ
ン
　
　
　
　
　
　
　
ク
ワ
ク
ハ
ク

腰
幅
　
（
竺
　
郭
嘆
（
1
7
6
）

（
煩
煽
）

ク
ワ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ワ
ン
　
シ
ト

恩
換
　
（
溝
）
　
莞
l
蘭
（
4
0
）

ホ
ヽ
ヱ
ミ



人
褒

ヱ
ん
ク
ヰ
ヤ
ウ

寛
狂

但
し
、
一
例

（458）

ク
ヰ
ソ
ソ
ソ

（
3
5
8
、
「
ヱ
ん
」
別
）
　
凶
斐
（
根
）

カ

ン

　

ノ

「
鰊
－
寡
」
　
（
相
）
　
が
あ
る
。

ヤ
モ
メ

〔
楊
守
敬
旧
蔵
本
〕

ハ
ケ
ム

百
懸
（
3
7
8
②
）

火
ケ
イ

過
契
（
2
9
3
②
）

火
ク
ホ
ク

郭
漠
　
（
1
3
9
③
）

（嘆）

火裸
形
（
2
9
6
②
）

セ

ン

　

火

ト

　

　

　

　

　

　

火

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

火

ケ

イ

　

　

　

　

　

　

　

火

イ

　

　

　

　

　

　

ハ

イ

火

イ

ト

シ

テ

志
l
諾
　
（
9
2
②
）
　
会
暫
（
4
5
7
②
か
）
　
会
暫
（
撒
②
）
　
黄
海
（
掴
②
）
　
俳
　
個
　
（
犯
②
）

カ
マ
ヒ
ス
シ

H
と
日
と
を
併
せ
て
見
る
に
、
拗
音
を
表
す
場
合
に
相
違
が
あ
り
、
承
徳
本
が
現
行
の
方
式
と
同
じ
「
ヤ
・
ユ
・
ヨ
」
「
ク
ワ
・
ク
ヰ
」
の
仮

名
表
記
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
は
仮
名
で
表
す
時
は
直
音
表
記
で
あ
り
、
そ
の
他
、
合
拗
音
に
類
音
の
漢
字
を
用
い
て
い
る
。

臼
　
字
音
語
の
撥
音
尾
二
種
（
唇
内
撥
音
m
と
舌
内
撥
音
n
）

承
徳
本
に
お
い
て
三
内
撥
音
尾
を
正
し
く
表
記
し
分
け
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
よ
く
知
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
し
か
も
、
唇
内
m
を
「
ム
」

で
表
し
、
舌
内
n
を
「
ゝ
」
で
表
し
、
喉
内
ロ
を
「
レ
」
で
表
し
て
い
て
、
こ
れ
が
承
暦
三
年
（
一
〇
七
九
）
抄
本
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
の

「
次
可
知
〕
三
一
種
借
字
」
の
表
記
に
一
致
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。

唇
内
撥
音
m
と
舌
内
撥
音
n
と
の
語
例
を
掲
げ
る
。

〔
唇
内
層
m
〕

ケ

ム

　

　

　

　

　

チ

ム

　

　

　

　

　

ラ

ム

セ

キ

　

　

　

ラ

ム

蔑
銑
（
1
5
g
別
）
　
鶴
毒
（
揃
）
　
盗
跡
（
興
「
盗
」
は
「
濫
」
と
の
混
同
か
）

チ
ム
カ

朕
位
（
3
3
6
）

〔
舌
内
撥
音
n
〕
　
（
次
下
の
挙
例
の
「
ン
」
は
原
本
の
字
体
「
ゝ
」
）

ク
ワ
ン
　
シ
ト
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
タ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
シ
ュ
ン

莞
【
爾
（
4
0
）
　
姻
姫
（
竺
　
燕
丹
（
坤
）
一
民
個
（
1
1
1
）
　
鉾
楯
（
堕

ホ
ヽ
ヱ
ミ

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定

サ

ム

　

　

　

　

　

シ

ヤ

イ

ム

　

　

　

　

シ

ム

シ

ヨ

ク

蔑
人
（
2
0
1
）
　
地
飲
（
2
9
2
別
）
　
寝
－
食
　
（
3
1
0
）

セ
ム
ト

噴
－
噌
　
（
4
1
7
）

ク
チ
ヒ
ソ
ム
テ

カ
ン
テ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ウ
リ
ン
シ
テ
ム
こ
パ
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン

簡
牒
（
望
　
揉
　
欄
　
（
型
　
胤
（
塀
）
　
練
兵
（
2
6
1
）

九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ク

ワ

ン

　

　

　

　

　

ヘ

ン

　

　

　

　

　

エ

ン

　

　

　

　

　

コ

ン

恩
換
　
（
2
7
6
）
　
伏
】
辞
（
測
）
　
宅
個
（
3
0
2
）
　
霊
魂
（
3
3
7
）

ラ
ン

。
地
（
去
）
頼
0
（
平
）
（
4
7
7
）

但
し
、
別
筆
仮
名
で
は
、

〔
唇
内
撥
音
m
〕サ

ウ
ケ
人

（
－
ウ
）
　
蔑
銀
　
（
1
5
9
）

エ
ン
　
　
シ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ワ
イ
シ
ン

拍
捨
　
（
5
1
3
）
　
憬
∵
憎
　
（
班
）

直感）

次
の
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
〇

ケ

ン

　

　

　

　

　

カ

ン

　

ノ

　

　

　

　

　

ク

ワ

ン

　

　

　

シ

ユ

ン

タ

イ

　

　

　

　

　

ホ

ン

講
工
貢
（
3
7
0
）
　
鰊
－
寡
（
根
）
　
大
震
　
（
4
5
8
）
　
舜
岱
（
捕
）
　
子
1
反
（
刷
）

ヤ
モ
メ

レ
ウ

清
廉
（
Ⅲ
）

〔
舌
内
撥
音
n
〕セ

ん

ケ

イ

　

　

　

　

カ

ク

コ

ん

　

　

　

　

ヱ

ん

ク

ヰ

ヤ

ウ

（
－
ん
）
檀
杢
（
1
9
3
）
　
怯
丁
憎
（
型
　
冤
狂
　
（
3
5
8
）

又
、
裏
書
の
仮
名
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
、
舌
内
撥
音
n
を
「
ム
」
で
表
記
し
て
い
て
、
右
の
よ
う
な
表
記
を
区
別
す
る
方
式
に
合
わ

な
い
。

躍
欄
シ
ウ
リ
ム
ト
フ
ミ
ニ
シ
ル
　
（
2
0
5
行
目
裏
書
仮
名
）

尚
、
「
ユ
」
を
舌
内
入
声
音
t
の
表
記
に
用
い
た
、

イ
ウ
　
シ
ユ
ゝ

優
－
他
　
（
4
3
3
）

も
あ
る
。

（4）

こ
れ
に
対
し
て
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
で
は
甚
し
く
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。

〔
唇
内
撥
音
m
〕

（
ム
表
記
）

カ
ム感

（
1
5
②
）

③
か
②
か
）

セ

イ

　

　

レ

ム

　

　

　

　

　

　

　

サ

ム

　

　

シ

ン

清
0
（
平
）
廉
0
（
平
）
（
用
②
）
　
蔑
0
（
平
）
人

サ
ム
セ
ム

シ
ム
ソ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ク
ナ
ム

寝
食
（
誠
②
）
　
息
男
（
掴
②
）

（
1
7
1
m
②
）
　
轟
　
（
1
7
5
②
か
①
）
　
任
国
（
1
9
2
③
）

ス

ケ
ム
ス
ル
こ

検

ニ
ム
ヨ
ウ

（
2
1
4
②
）
　
任
用
（
2
1
5

黙
定
（
畑
②
か
①
か
）

（甑）

（
レ
表
記
）
　
（
挙
例
に
は
「
レ
」
を
「
ン
」
で
表
す
）



チ

ン

　

　

ス

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ケ

ン

フ

沈
0
（
平
）
吟
0
（
平
二
興
「
チ
ン
」
③
、
「
ス
ル
」
①
）
　
検
封
（
2
2
0
②
）

（
ツ
表
記
）

ス
ケ
ツ
シ
テ

巡
検
　
（
4
2
7
②
、
「
ケ
」
の
字
体
は
三
画
目
が
右
に
撥
ね
て
い
る
）

（
零
表
記
）

カ
フ

欠
負
（
2
1
2
②
）

〔
舌
内
撥
音
n
〕

（
J
表
記
）
　
（
挙
例
に
は
「
〕
」
を
「
ン
」
で
表
す
）

ケ

ン

ス

ル

ニ

　

　

　

　

チ

ン

　

　

　

　

　

　

　

ン

ス

検
　
　
（
猫
②
）
　
朕
位
（
姐
③
か
）
　
検
　
（
3
7
9
②
）

∵

・

‥

・

フ
ン
ヱ
ン

盆
怨

コ
ン
　
上

言
l
上

（
2
0
9
②
）

（
7
1
③
）

（358、

タ

ン

フ

　

　

　

　

　

ヘ

ン

サ

イ

段
歩
（
2
6
5
②
）
　
弁
済
（
2
6
5
②
）

コ

ン

ノ

カ

ミ

　

　

　

　

　

ハ

ン

ト

ウ

権
守
（
2
5
7
③
）
　
坂
東
（
3
0
8
③
）

「
コ
ン
」
は
②
の
上
か
ら
③
を
重
ね
書
）

リ

ミ

ン

吏
民
（
3
3
3
②
）

タ
ン歎

念
（
3
8
6
③
）

ヒ
ン貧

人
（
3
4
7
②
）

コ
ン

霊
0
（
平
）
魂
0
（
平
）

な
ど
四
十
例

（
班
②
）
　
な
ど
十
八
例

（
ユ
表
記
）

エ

、

　

　

タ

ン

囁
0
（
平
）
丹
0
（
平
）
　
（
2
5
②
か
）

（
零
表
記
）

セ
ノ

十
。
（
入
）
善
0
（
平
二
2
0
②
）

タ
ク
　
シ

（
2
5
8
②
）
　
佗
l
人
（
瓢
②
）

ア

タ

シ

②
）
　
悪
神
（
4
3
6
②
）

（
ム
表
記
）

フ
ム
　
　
ス
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ム
ホ
ウ

分
－
散
　
（
6
4
②
）
　
幹
朋

シ

ノ

　

　

　

　

　

　

サ

ノ

秦
皇
（
2
6
③
）
　
竿
．
（
5
6
③
）
中
旬
（
1
7
0
②
）
　
権
守
（
舗
②
）

群
司
（
2
1
0
②
）
　
不
練
（
細
②
）

シ

　

シ

新
司

フ

　

シ

ヌ

　

　

　

　

　

　

レ

ス

分
散
　
（
㍑
②
）
　
憐
（
舗
③
か
②
）

シ

ワ

　

　

　

　

　

ス

ケ

ツ

シ

テ

　

　

　

　

　

ソ

ク

ナ

ヲ

曇
居
（
鋤
②
）
　
新
皇
（
3
9
2
②
）
　
巡
検
　
（
相
②
）
　
賊
難
（
拗

ア

　

コ

ラ
ム

（
7
4
②
）
　
蘭
花
（
1
7
3
②
）
　
揉
欄
　
（
捕
②
）

ア
ム

案
（
2
1
8
②
）

ハ
ケ
ム

百
懸
（
3
7
8
②
）

タ
イ
上
　
　
シ
ム

太
政
大
臣
殿
（
3
8
5
②
）

竪
（
蛸
、
「
竪
」
を
「
賢
」

に
誤
認
し
た
か
）
　
閑
居
　
（
4
1
2
②
）

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

唇
内
撥
音
m
で
は
、
「
ム
」
で
表
記
す
る
十
一
例
の
他
に
、
「
レ
」
表
記
・
「
ツ
」
表
記
・
零
表
記
の
も
の
が
七
例
も
存
す
る
。
一
方
、
舌
内

撥
音
n
で
も
、
「
レ
」
で
表
記
す
る
五
十
九
例
の
他
に
、
零
表
記
が
十
六
例
、
「
ユ
」
表
記
が
一
例
あ
り
、
特
に
「
ム
」
表
記
が
九
例
も
存
す

る
。
同
じ
語
が

カ
ム
ホ
ウ

幹
朋
（
7
4
②
）

カ
ン
ホ
ウ

の
よ
う
に
、
「
カ
ム
」
で
も
「
カ
ン
」
で
も
表
記
さ
れ
て
い
る
。
右
傍
の
「
カ
ム
ホ
ウ
」
も
左
傍
の
「
カ
ン
ホ
ウ
」
も
、
仮
名
字
体
が
第
一
種

と
も
第
三
種
（
別
に
第
三
種
仮
名
の
「
カ
ン
ホ
ウ
」
も
右
傍
に
施
さ
れ
て
い
る
）
と
も
異
な
る
の
で
、
共
に
第
二
種
仮
名
と
扱
っ
た
が
、
仔
細
に

見
る
と
、
字
体
に
少
異
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
種
の
仮
名
が
、
同
一
人
の
追
筆
で
あ
る
の
か
、
別
人
の
手
で
あ
る
の
か
は
詳
か
に
し
難
い
が
、

楊
守
敬
旧
蔵
本
に
お
い
て
、
唇
内
撥
音
m
を
「
レ
」
表
記
・
「
ツ
」
表
記
・
零
表
記
し
た
り
、
逆
に
舌
内
撥
音
n
を
「
ム
」
表
記
し
た
り
す
る

例
の
存
す
る
こ
と
は
、
承
徳
本
と
は
甚
し
く
異
な
る
事
象
と
し
て
注
目
せ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
表
記
規
範
に
合
わ
な
い
例
は
、
主
と
し
て
等
二
種
仮
名
に
見
ら
れ
、
第
三
種
仮
名
に
も
存
す
る
。
第
一
種
仮
名
は
テ
こ
ヲ
ハ
本

位
の
加
点
で
あ
る
か
ら
、
漢
字
の
字
音
を
示
す
例
が
殆
ど
な
い
た
め
に
、
結
果
と
し
て
、
第
二
種
仮
名
、
第
三
種
仮
名
に
偏
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
の
加
点
全
体
に
通
ず
る
基
本
的
な
現
象
と
見
ら
れ
る
。

㈱
　
和
語
の
撥
音

こ
の
よ
う
な
表
記
規
範
に
合
わ
な
い
例
は
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
で
は
和
語
に
も
見
ら
れ
る
。

和
語
で
も
、
マ
行
に
基
く
撥
音
便
は
「
ム
」
で
表
す
の
に
対
し
て
、
ナ
行
・
ラ
行
に
基
く
撥
音
便
は
「
レ
」
又
は
零
表
記
で
表
さ
れ
る
が
、

マ
行
に
基
く
撥
音
便
が
零
表
記
で
示
さ
れ
る
例
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

カ

ナ

キ

ス

ル

テ

モ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ

ヤ

ノ

ヨ

シ

タ

テ

昌
伎
　
　
（
興
　
「
カ
ナ
キ
ス
ル
テ
モ
ノ
」
②
、
「
カ
ム
ナ
キ
」
③
）
文
室
好
立
（
1
8
0
②
）

カ
ム
ナ
キ

フ

ウ

テ

　

　

　

　

　

　

ヲ

シ

ツ

ヽ

テ

含
　
（
1
9
②
）
　
押
塘
　
（
2
9
1
②
）



尚
、
マ
行
に
基
く
撥
音
便
と
ナ
行
・
ラ
行
に
基
く
撥
音
便
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

［
マ
行
に
基
く
撥
音
便
］

ツ

，

シ

ム

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ム

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

フ

ム

テ

慎
　
　
（
1
5
1
②
か
③
か
）
　
囁
　
（
輿
　
「
カ
ム
」
②
）
　
践
　
（
興
　
「
フ
ム
」
②
）

ヤ

、

ム

ス

レ

ハ

　

　

　

　

ナ

ム

チ

　

　

　

　

　

キ

ム

マ

サ

　

　

　

　

ナ

ム

タ

②
）
　
動
　
　
（
2
6
5
②
）
　
汝
　
（
2
7
②
）
　
公
雅
（
1
0
6
③
）
　
涙
　
（
湖
4
5
6
②
）

ノ

ソ

ム

テ

　

　

　

　

　

　

フ

ヽ

ム

テ

　

　

　

　

　

ノ

ム

テ

望
　
（
視
①
か
）
　
衝
　
（
1
1
1
②
）
　
飲
　
（
掴
②
）
　
錯
　
　
（
m

ツ
タ
ム
テ

［
ナ
行
・
ラ
行
に
基
く
撥
音
便
］

イ
カ
ン
ト
ナ
ラ
ハ

（
〕
表
記
）
　
何
　
者
　
（
2
0
9
②
）

イ

カ

ソ

　

　

　

　

　

ハ

ヌ

（
零
表
記
）
嘉
（
1
1
6
②
）
　
了
　
（
3
②
、
罰
③
、
3
6
7
③
）

ヲ

ハ

ヌ

　

　

　

　

　

カ

ソ

②
、
3
1
6
②
、
4
5
0
②
）
　
畢
　
（
3
0
2
③
）
　
何
　
（
3
7
8
③
） カ

ヘ
ヌ

帰
　
（
3
①
、
紺
③
）

ナ
ノ
ヒ
ト

何
　
（
4
5
8
②
）

ヘ
ヌ

帰
　
（
1
2
6
③
）

サ

ヌ

　

　

　

　

　

サ

ヌ

　

　

　

　

ヲ

ハ

ヌ

散
（
1
5
8
②
）
　
去
（
2
2
0
③
）
　
託
　
（
瓢

こ
の
よ
う
に
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
に
お
い
て
は
、
和
語
で
も
表
記
規
範
に
合
わ
な
い
も
の
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
承
徳
本
で
は
、
和
語
に
お
い

て
も
す
べ
て
表
記
規
範
に
合
っ
て
い
る
。
次
の
よ
う
で
あ
る
。

［
マ
行
に
基
く
撥
音
便
］

フ
ヽ
ム
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ッ
、
シ
ム
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ム
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ツ
、
ム
テ

衝
　
（
1
5
6
）
　
慎
　
　
（
摘
）
　
踏
　
（
型
　
押
塘
　
（
2
9
9
）

ヤ
ヽ
ム
ス
レ
ハ

動
　
　
（
2
7
9
）

フ
ヽ
ム
テ

紺
　
（
捌
）

セ
ム
ト

噴
－
噌
（
4
1
7
）

タ
チ
ヒ
ソ
ム
テ

ム
テ

翫
　
（
4
7
4
）

タ
ノ
ム
テ

憑
　
（
5
1
4
）

ム
テ

痛
　
（
錮
）

［
ナ
行
に
基
く
撥
音
便
］

イ
カ
ン
ソ

（
ゝ
表
記
）
　
　
（
挙
例
に
は
「
ゝ
」
を
「
ン
」
で
表
す
）
嘉
　
（
欄
）

イ
カ
ソ

（
零
表
記
）
　
孟
　
（
鋤
別
）

尚
、
介
入
音
と
し
て
、

ナ

ン

カ

奈
何
（
輿
地
名
）

も
あ
る
が
、
こ
れ
も
表
記
規
範
に
合
っ
て
い
る
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

㈲
　
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
音
便

ハ
行
四
段
活
用
動
詞
が
音
便
を
起
し
た
例
が
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
に
は
次
の
よ
う
に
存
す
る
。

（
レ
表
記
）
　
（
「
ン
」
で
示
す
）

一
四

ハ
ン
テ

奪
　
（
4
8
②
）

フ
ル
ン
テ

（
ム
表
記
）

フ
ル
ム
テ

奪
　
（
4
8
③
）

ヱ

ン

テ

　

　

　

　

　

　

ク

ラ

ン

テ

酔
　
（
1
0
2
②
か
）
　
食
　
（
Ⅲ
②
）

カ
ナ
ム
テ

叶
　
（
5
4
②
）

（
零
表
記
）

ヲ
テ負

（
4
2
③
）

か
0
（
平
）
引
冠
ヒ
ト
ノ
ナ
、
リ
（
1
4
9
③
）
　
子
前
表
ト
ハ
（
1
5
0
③
）

こ
の
よ
う
な
三
様
の
表
記
が
あ
る
の
は
、
別
筆
に
よ
る
書
き
手
の
違
い
と
か
、
音
価
の
微
妙
な
差
の
反
映
な
ど
も
考
え
る
必
要
は
あ
る
が
、

「
ム
表
記
」
が
第
二
種
に
も
第
三
種
に
も
あ
っ
た
り
、
同
一
語
が
「
ン
」
で
も
「
ム
」
で
も
表
さ
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
同

じ
音
に
対
す
る
表
記
方
法
の
ゆ
れ
（
不
統
一
）
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
昔
価
は
、
「
ン
」
表
記
や
零
表
記
が
、
こ
の
文
献
で
は
撥
音

を
表
す
に
も
促
音
を
表
す
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
い
ず
れ
か
と
な
る
。
そ
の
う
ち
「
言
ヒ
シ
」
を
「
イ
シ
」
と
表

記
し
て
い
る
所
か
ら
す
れ
ば
、
促
音
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
今
日
の
よ
う
な
音
声
学
の
知
識
の
十
分
な
か
っ
た
り
粗
雑
に
聞

い
た
り
す
る
書
き
手
に
と
っ
て
は
、
撥
音
と
促
音
と
の
区
別
は
曖
昧
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
ム
表
記
」
の
例
は
、
こ
の
音
が
唇
音

（5）

的
な
促
音
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
文
献
で
は
撥
音
の
m
と
n
と
の
区
別
が
明
確
に
さ
れ

て
い
な
い
か
ら
、
「
ン
表
記
」
と
同
じ
音
価
の
可
能
怪
が
あ
る
。
現
に
、
同
〓
語
が
「
フ
ル
ン
テ
」
と
も
「
フ
ル
ム
テ
」
と
も
表
記
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

楊
守
敬
旧
蔵
本
で
は
、
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
が
音
便
を
起
し
う
る
場
で
は
、
右
掲
例
の
よ
う
に
、
殆
ど
音
便
形
で
現
れ
て
い
て
、
音
便
で



な
い
原
形
は
次
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

ハ
ラ
ヒ
テ

掃
　
（
掴
、
「
バ
ラ
ヒ
」
②
、
「
テ
」
③
）

こ
れ
は
、
第
二
種
の
仮
名
が
連
用
中
止
法
で
「
バ
ラ
ヒ
」
と
訓
読
し
た
所
に
、
第
三
種
の
仮
名
が
「
テ
」
を
加
え
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

若
し
そ
う
と
す
れ
ば
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
で
は
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
は
、
音
便
を
起
し
う
る
場
で
は
、
す
べ
て
音
便
、
し
か
も
促
音
便
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

（6）

こ
れ
に
対
し
て
、
承
徳
本
で
は
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
音
便
を
起
し
う
る
場
で
も
、
原
形
で
表
さ
れ
て
い
る
。

タ
、
（
カ
）
　
ヒ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
リ
ト
イ
フ
ハ

戦
　
　
　
（
蛸
）
　
不
定
　
　
　
（
1
1
）

傍
訓
を
施
し
た
用
例
数
が
少
な
い
き
ら
い
が
あ
る
が
、
原
形
で
表
さ
れ
る
と
い
う
点
は
、
当
時
の
表
記
規
範
に
拠
っ
て
書
か
れ
た
文
献
に
通

ず
る
。

囲
　
和
語
に
お
け
る
語
頭
の
狭
母
音
音
節

楊
守
敬
旧
蔵
本
で
は
、
「
奪
」
に
傍
訓
を
施
し
た
も
の
が
八
例
拾
わ
れ
る
。
そ
れ
が
す
べ
て
「
パ
フ
」
の
形
で
表
さ
れ
て
い
て
、
語
頭
「
ウ
」

が
な
い
。

ハ

ン

テ

　

　

　

　

　

ハ

ヰ

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

ヽ

レ

テ

　

　

　

　

　

ハ

ン

テ

奪
　
（
4
8
②
）
　
奪
　
（
1
5
0
、
「
ハ
ヰ
」
②
）
　
奪
　
（
拗
②
）
　
奪
　
（
2
7
8
②
）

（
3
5
7
②
）

レ

ハ

、

　

　

　

　

レ

テ

ハ

ー

　

　

　

　

ハ

ー

レ

　

　

　

　

ハ

ヒ

カ

ス

ム

被
レ
奪
（
捕
②
）
　
被
レ
奪
（
3
3
2
③
）
　
奪
　
（
3
3
8
③
）
　
奪
掠

全
例
が
「
パ
フ
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
訓
点
の
加
点
者
の
発
音
が
、
語
頭
の
狭
母
音
音
節
に
お
い
て
聞
え
が
弱
く
な
っ
た
か
、
全

く
な
く
な
っ
た
状
態
に
な
っ
た
結
果
と
し
て
生
じ
た
語
形
を
表
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
代
の
前
田
本
色
葉
芋
類
抄
や
法
華
経
単

字
に
も
「
パ
フ
」
　
の
語
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
考
え
う
る
所
で
あ
る
。

類
例
は
、
「
ダ
ク
」
　
に
つ
い
て
も
見
ら
れ
る
。

タ

イ

テ

　

　

　

　

　

タ

キ

懐
　
（
4
9
②
）
　
抱
（
1
1
0
②
）

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

ウ
タ
イ
テ
ス

但
し
、
こ
の
語
の
場
合
に
は
、
「
抱
」
（
Ⅲ
②
）
の
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
右
掲
の
二
例
を
語
頭
の
狭
母
音
音
節
の
聞
え
が
弱
く
な
っ
た
か
全

く
な
く
な
っ
た
状
態
の
反
映
と
見
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
新
旧
の
両
形
が
現
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

こ
れ
に
対
し
て
、
承
徳
本
に
お
け
る
こ
の
二
語
の
読
み
を
見
る
に
、
「
奪
」
に
は
「
奪
」
（
1
1
3
期
）
や
「
奪
」
（
3
4
8
）
の
よ
う
に
傍
訓
の
全
音

節
が
加
点
さ
れ
て
い
な
い
の
で
そ
の
発
音
を
知
る
手
掛
り
が
な
い
が
、
「
懐
」
「
抱
」
に
つ
い
て
は
、

イ
タ
タ
　
　
　
　
　
　
　
イ
タ
（
キ
）
テ

懐
　
（
独
）
　
抱
　
　
（
狛
）

ハ
ラ

と
傍
訓
を
施
し
た
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
語
頭
の
狭
母
音
音
節
「
イ
」
が
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
右
の
語
以
外
で
は
「
疎
」

ト
コ
ニ
カ

（
望
、
「
何
」
（
堕
の
語
例
が
あ
る
か
ら
、
語
に
よ
っ
て
は
語
頭
の
狭
母
音
音
節
の
表
記
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
「
奪
」

「
懐
・
抱
」
に
つ
い
て
は
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
と
承
徳
本
と
で
相
違
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
日
宇
音
譜
の
開
拗
音
の
表
記
よ
り
、
囲
和
語
に
お
け
る
語
頭
の
狭
母
音
音
節
ま
で
の
六
項
に
亘
っ
て
、
同
じ
将
門
記
で
あ
り
な
が

ら
楊
守
敬
旧
蔵
本
と
承
徳
本
と
で
大
き
な
相
違
の
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
と
同
様
な
文
献
が
他
に
も
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
、
高
山
寺
本
古
往
来
と
和
泉
往
来
文
治
二
年
写
本
と
の
比
較

同
様
な
文
献
が
和
化
漢
文
の
古
往
来
に
認
め
ら
れ
る
。
高
野
山
西
南
院
蔵
の
和
泉
往
来
文
治
二
年
（
二
八
六
）
写
本
と
高
山
寺
本
古
往
来

院
政
期
写
本
と
で
あ
る
。
本
文
は
、
将
門
記
の
二
本
の
よ
う
な
同
一
内
容
で
は
な
い
が
、
共
に
消
息
文
を
類
衆
し
た
も
の
で
あ
り
、
作
者
が

（7）

高
野
山
に
関
係
の
あ
る
真
言
宗
僧
で
あ
り
、
又
、
成
立
時
期
も
平
安
後
期
と
し
て
時
期
を
接
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
両
本
は
近
似
し
た
性
格

を
持
っ
て
い
る
。
更
に
書
写
年
代
も
院
政
後
期
と
し
て
相
近
く
、
詳
密
な
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
も
共
通
す
る
。
従
っ
て
、
こ
の

南
本
を
そ
の
訓
点
に
基
い
て
比
較
す
る
こ
と
は
、
将
門
記
に
お
け
る
二
本
の
比
較
に
も
準
ず
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
比
較
の
結
果
は
、
将
門

記
の
場
合
と
同
様
の
相
違
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

以
下
、
将
門
記
の
場
合
と
同
じ
項
目
に
つ
い
て
、
両
往
来
を
比
較
し
た
結
果
を
示
す
こ
と
に
す
る
。



0
　
字
音
語
の
開
拗
音
の
表
記

（8）

サ
行
の
開
拗
音
の
仮
名
表
記
に
お
い
て
、
高
山
寺
本
古
往
来
が
ヤ
行
表
記
を
す
る
の
に
対
し
て
、
和
泉
往
来
文
治
二
年
写
本
（
以
下
「
和
泉

（9）

往
来
」
と
記
す
）
　
は
直
音
表
記
を
し
て
あ
る
　
（
算
用
数
字
は
原
本
の
行
数
を
示
す
）
。

〔
高
山
寺
本
古
往
来
〕

シ

ヤ

シ

　

　

　

シ

ヤ

セ

ム

（
シ
ャ
）
　
謝
　
（
2
7
3
）
・
謝

シ
ヤ

（
3
1
3
）
　
拝
謝
（
3
5
2
）

シ
ユ

（
シ
ユ
）
　
終
年
（
1
2
7
）

ケ

ム

　

シ

ユ

検
田
収
納
使
（
1
2
8
）

シ
ャ
ウ壮

男

ト
ン
シ
ユ

頓
首
（
拗
）

シ
ヤ
ウ

（
2
1
7
）
　
。
恩
（
去
）
章
（
平
軽
）
　
（
8
）

シ
ユ

万
衆
（
1
5
6
）

シ
ユ

二
種
（
1
9
1
）

シ
ヤ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ヤ
ウ
シ
ヤ
ク

合
夕
　
（
9
7
）
　
遥
遠

ヒ

シ

ユ

　

　

　

シ

ユ

ヅ

疲
痩
（
班
）
　
術
　
（
1
1
2
2
1
0
）

シ
エ
ツ

価
　
（
他
）

シ
ヨ

（
シ
ヨ
）
　
叙
0
（
平
）
位

シ
ユ
ン

駿
馬
　
（
3
3
8
）

シ

ヨ

　

　

　

　

シ

ヨ

ウ

セ

ン

恩
怒
（
4
2
6
）
　
懐
戦
≧
≧
（
8
6
） シ

ョ
ウ
タ
タ
ス
ル
コ
ト

承
　
諾
　
（
1
1
3
）

シ
ョ
ウ
ヨ
ウ

縦
容
（
2
8
5
）

ヱ
イ
シ
ヤ
タ

（
1
1
＋
）
　
栄
爵
（
6
3
）

シ
ユ
ツ

治
術
　
（
Ⅲ
）
　
恩

チ
ン
シ
ヨ
ク

職
　
（
懸
　
衣
食
　
（
1
9
1
）
　
恥
辱
　
（
．
n
“
聖

〔
和
泉
往
来
〕

シ
ツ
　
サ

（
サ
）
　
口
車

ス
ラ

（
ス
）
　
修
良

益
か

サ
ク

上
タ

ス
リ
ヤ
ウ

受
領

人
言

（95）（8）（54）

シ
ウ秋

ソ
セ
ム

（
ソ
）
　
処計

（197）

（37）

（5）

ン
ス
ン

三
春
（
5
8
）

ソ
シ

諸
司
（
9
1
6
）

ソ
ウ
ヨ
ロ

縦
容
　
（
1
0
）

ス
サ
ウ

朱
草
（
5
1
）

ス
ン宗

祖
（
Ⅲ
）

ス
ン旬

月
（
用
）

ウ
ソ

仲
野
（
1
3
8
）

キ
久
ソ
ウ

奮
従
（
2
1
）

ス
火
イ

数
廻
　
（
川
）

キ

ス

ク

寄
宿
（
5
4
）

リ

ウ

ソ

柳
繁
（
5
1
）

ソ
ク

先
縦
（
1
3
7
、

ス
　
シ
ウ
　
　
　
　
ン

数
十
有
年

ス
ッ

ス
　
カ
イ

（
蟻
）
　
酒
－
海

ス
ン
　
火
ィ
，
ク
ワ
イ

術
（
2
3
2
）
　
述
－
　
懐

謹
（
1
2
1
）
　
鐘
愛
（
2
0
）

「
ク
」
　
は
本
の
ま
ま
）

ケ
ア
ソ
ウ

狭
鍾
（
2
7
）

フ
ン
　
ソ
ク

文
l
織
（
6
）

ス
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
ス
セ

諦
（
9
3
）
・
諦

コ
ン
ス
ッ

玲
他
（
1
4
1
）

ソ
ウ
火

松
花
（
1
2
7
）

こ
ン
ソ
ク

潤
滑
（
．
2
0
）

ン
ス

（
1
3
7
）
　
文
殊
（
用
）

ス

ン

ト

　

　

　

　

　

　

ス

ン

首
途
（
3
2
6
6
）
　
春

ソ
ウ
サ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ウ

松
槍
（
1
5
6
）
　
勝

キ

ソ

ク

御
気
色
（
2
4
）

和
泉
往
来
で
は
、
こ
の
よ
う
に

「
サ
」
　
「
ス
」

シ

ヤ

　

　

　

　

シ

ヤ

火

ク

爵
－
香
（
8
8
）
　
射
郡
　
（
1
4
3
）

ア
段
の
「
シ
ャ
」
だ
け
で
あ
っ
て
、

「
ソ
」
　
の
表
記
が
主
調
で
あ
る
が
、

シ
ャ
ウ

少
数
「
シ
ャ
」
表
記
も
あ
る
。

陶
砂
（
4
6
）
　
講
匠
　
（
1
6
9
）

「
シ
ユ
」
「
シ
ヨ
」
の
例
は
な
い
。
「
ス
」
「
ソ
」
の
用
例
数
が
多
い
の
に
対
し
て
、

「
サ
」
の
用
例
数
が

僅
に
二
例
で
あ
る
の
は
、
一
方
で
「
シ
ャ
」
表
記
が
あ
る
た
め
で
あ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。
「
サ
」
表
記
例
と
「
シ
ャ
」
表
記
例
と
を
合
算

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

す
れ
ば
、
用
例
数
と
し
て
は
「
ス
」
「
ソ
」
の
用
例
数
に
近
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

サ
行
の
開
拗
音
の
う
ち
、
ア
段
に
「
サ
」
表
記
と
「
シ
ャ
」
表
記
と
の
両
用
が
あ
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
詳
か
で
な
い

サ

ク

　

シ

ヅ

サ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ジ

ヤ

カ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

ジ

ヤ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ジ

ヤ

ウ

が
、
「
上
夕
」
「
口
車
」
が
清
音
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
…
爵
香
」
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
）
、
「
射
邪
」
（
「
射
」
歯
音
濁
、
呉
音
で
濁
音
）
、
「
講
匠
」

タ
ウ
シ
ヤ

（
連
濁
の
可
能
性
あ
り
）
、
「
陶
砂
」
（
連
濁
の
拡
大
か
）
が
濁
音
又
は
濁
音
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
差
異
を
反
映
す
る
か
と
も
考
え
て

み
た
が
、
「
ス
」
「
ソ
」
の
語
例
に
は
清
音
も
濁
音
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
差
異
の
必
然
性
が
見
出
し
難
い
。
「
サ
」
「
ス
」
「
ソ
」
表
記
の
体

系
の
中
に
、
ヤ
行
表
記
の
別
体
系
の
も
の
が
混
入
し
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
和
泉
往
来
で
は
、
「
サ
」
「
ス
」
「
ソ
」
の
、

所
謂
直
音
表
記
が
主
調
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
で
高
山
寺
本
古
往
来
の
ヤ
行
表
記
と
は
相
違
し
て
い
る
。

日
　
宇
音
譜
の
合
拗
音
の
表
記

（10）

合
拗
音
の
表
記
は
、
高
山
寺
本
古
往
来
が
「
ク
ワ
」
「
ク
ヰ
」
の
仮
名
表
記
を
す
る
の
が
主
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
和
泉
往
来
は
、
類
音
字

の
他
、
仮
名
表
記
で
は
直
音
表
記
が
用
い
ら
れ
る
。

〔
高
山
寺
本
古
往
来
〕

ク

ワ

イ

リ

　

　

　

　

キ

ク

ワ

イ

　

　

　

　

キ

ウ

タ

ワ

イ

（
ク
ワ
）
　
廻
李
（
1
3
6
）
　
奇
－
催
　
（
8
7
）
　
九
廻
　
（
墜

キ
ウ
ク
ワ
イ
　
　
　
　
　
　
　
ケ
イ
　
ク
ワ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ワ
イ

旧
懐
　
（
聖
　
経
⊥
廻
　
（
坐
　
厳
－
教
　
（
型

ク
ワ
イ

本
。
懐
（
去
）
　
（
4
3
4
）

ク
ワ
イ

恩
詩

（
3
4
6
）
　
朝
粥
（
1
0
9
1
8
0
）
。
。
頑
（
去
濁
）
愚
（
墾

ク

ヰ

フ

ン

　

　

　

　

ク

ヰ

　

　

　

　

タ

ヰ

ヨ

ウ

　

リ

ツ

（
ク
ヰ
）
　
貴
封
（
用
）
　
真
備
（
望
　
0
恐
　
（
上
）
慄
（
1
1
）

ク

ヱ

ツ

　

　

　

　

　

ク

ヱ

ン

（
ク
ヱ
）
　
決
　
（
7
2
m
）
　
元
0
（
平
）
正
（
…
聖

ヰ

ク

ヨ

ク

　

　

　

　

ク

ワ

ン

ケ

ン

こ
の
他
に
、
「
委
曲
　
（
塑
」
「
棺
絃
（
堕
」
が
二
例
あ
る
が
、

（管）

タ
ワ
ン
ケ
ン

棺
絃
（
1
4
5
）

（管）
キ
ウ
ク
ヰ
ヨ
ク

旧
曲
　
（
1
3
7
）

（海）

前
者
は
「
ク
ヰ
ヨ
ク
」
の
「
ヰ
」
の
誤
脱
と
す
れ
ば
、
右
掲
例
に
加
わ
る
こ

と
に
な
る
。
「
ク
ヨ
ク
」
の
上
の
「
ク
」
が
頭
子
音
の
K
の
借
用
仮
名
と
す
れ
ば
直
音
表
記
と
な
る
が
、
後
世
の
「
キ
ヨ
ク
」
の
表
記
と
は
異

ケ
ン

な
っ
て
い
る
。
後
者
の
「
絃
」
は
直
音
表
記
の
例
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
「
ク
ワ
」
「
ク
ヰ
」
「
ク
ヱ
」
表
記
が

主
調
で
あ
る
。



〔
和
泉
往
来
〕

（
直
音
表
記
）キ

　
カ
ン

（
キ
）
　
箕
合

ン
ケ
ン

（
ケ
）
　
管
絃

（
類
音
字
表
記
）

（
火
＝
ク
ワ
）

賢
ラ
ウ
ケ
ツ

牌
月

（
2
0
1
、
「
コ
」
は
「
ヨ
」
　
の
誤
写
）

（242）

火
イ
リ
ン

椀
林
（
1
4
2
）

ス
火
イ

数
廻

火
ン
イ
ウ

光
蔭

火
ク
ル
イ

鶴
戻

火
こ

弱
冠

（
元
日
ク
ワ
ン
）

（
鬼
＝
ク
ヰ
）

（
源
＝
ク
ヱ
ン
）

（
元
＝
ク
ヱ
ン
）

（169）（19）（24、

（17）

（28）

コ
ン
火
イ

懇
懐

源
火
イ

還
懐

ハ
ム
火

（
3
6
）
　
半
靴
（
4
3
）

ス
ン
火
ィ
，
ク
ワ
イ

述
懐
　
　
（
8
7
）

リ
ク
火
イ

六
廻
　
（
1
9
7
）

タ
　
火
　
シ

唐
菓
子
（
5
2
）

タ
ン
火
イ

丹
壊
　
（
1
m
）

ア
ン
火
イ
（
懐
）

暗
壊
　
（
2
2
1
）

（慣）

チ
ン
火
　
　
　
　
　
　
　
火

珍
菓
（
6
1
）
　
温
和
（
1
1
3
）

ケ
ン
火
イ
　
　
　
　
　
　
カ
ン
火
イ

厳
海
（
1
3
3
）
　
顔
曲
（
用
）

（回）

ソ
ウ
火

松
花
（
1
2
7
）

チ
タ
火
イ

蓄
懐
　
（
1
5
2
）

火
ン
火

置
謹
（
1
9
8
）

ハ
イ
火
イ

俳
個
　
（
1
6
3
）

「
ル
」
は
「
レ
」
の
誤
写
か
）

火
ク
ハ
ウ

鶴
望
（
2
5
）

火
ン
火
ン
タ
リ

緩
ゝ

（74）

元
一
頑
（
5
）

へ
キ
鬼

碧
井
（
1
0
6
）

源

五
絃
（
6
3
）

セ
ン
元

小
麻
（
1
1
）

ク
ウ
元

愚
頑
（
7
）

鬼
ス
ル

帰
　
（
1
4
8
）

源
キ
ヨ

還
御
（
欄
）

元原
（
1
5
7
）

源
火
イ

還
懐
　
（
用
）

元
イ

壊
　
（
1
6
2
）

（懐）

シ
ウ
源

州
解
（
2
2
7
）

但
し
、
「
ク
ワ
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
仮
名
表
記
も
あ
る
。

ク
ワ
ウ
生
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ワ
イ
　
　
　
　
　
ク
ワ
ウ
ヲ
ン
　
　
　
　
　
　
セ
イ
ク
ワ
イ

歓
賞
（
1
0
）
　
拙
懐
　
（
1
0
）
　
広
恩
（
1
1
）
　
清
懐
　
（
6
0
）

巻
首
部
に
偏
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
和
泉
往
来
で
は
類
音
字
表
記
が
主
調
で
、
「
ク
ヰ
」
「
ク
ヱ
」
に
は
所
謂
直
音
表
記
を
用
い
て
い

る
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

〇
と
日
と
が
示
す
よ
う
に
、
拗
音
を
表
す
に
は
、
高
山
寺
本
古
往
来
が
現
行
と
同
じ
「
ヤ
・
ユ
・
ヨ
」
「
ク
ワ
・
ク
ヰ
」
の
仮
名
表
記
の
体

系
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
和
泉
往
来
は
仮
名
で
表
す
時
は
直
音
表
記
を
主
調
と
し
、
合
拗
音
で
は
類
音
字
の
漢
字
が
主
調
と
な
っ
て
い
る
。

省
　
字
音
語
の
撥
音
尾
二
種
（
唇
内
撥
音
m
と
舌
内
撥
音
n
）

高
山
寺
本
古
往
来
に
お
い
て
、
唇
内
撥
音
m
と
舌
内
撥
音
n
と
が
、
「
ム
」
と
「
ン
」
と
で
表
記
上
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
別
に

へ
〓
」

説
い
た
所
で
あ
る
。

〔
唇
内
撥
音
m
〕
　
「
ム
」
表
記

エ

ム

キ

ヤ

ク

　

　

　

　

カ

ム

厭
却
　
（
4
2
6
）
　
感
悦
（
欄
）

モ
ウ
テ
ン

但
し
、
「
ン
」
表
記
が
「
蒙
情（情）

〔
舌
内
撥
音
n
〕
　
「
ン
」
表
記

ア
イ
レ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ウ
エ
ン

哀
憐
（
4
5
）
　
遊
宴
（
甜
）

カ

ム

　

　

　

　

　

カ

ム

　

　

　

　

　

カ

ム

欠
失
（
9
7
）
　
勘
当
（
6
0
）
　
勘
定
（
9
6
）
　
な
ど
二
十
例

（
4
3
8
）
」
　
の
一
例
存
す
る
。

タ

ン

　

　

　

　

イ

ン

キ

ヨ

　

　

　

　

ウ

ン

一
段
（
拇
）
　
隠
居
（
．
n
F
空
　
運
米
（
3
7
）

エ

イ

サ

ン

　

　

　

エ

ン

香
山
（
4
3
0
）
　
宴
（
1
4
5
）

イ
ン

延
引
（
撒
）

ヲ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ン
　
コ

恩
（
2
8
5
）
　
恩
顧

（
2
2
）
な
ど
八
十
七
例

エ
ム

但
し
、
「
ム
」
表
記
が
「
民
煙
（
1
2
1
）
」
　
の
一
例
存
す
る
。

右
の
よ
う
に
、
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
、
唇
内
撥
音
m
と
舌
内
撥
音
n
と
は
殆
ど
区
別
さ
れ
て
お
り
、
違
例
は
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
に
過

ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、
訓
点
資
料
や
片
仮
名
文
の
院
政
後
期
の
資
料
で
、
表
記
規
範
に
則
っ
た
文
献
に
通
ず
る
所
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
和
泉
往
来
で
は
甚
し
く
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。

〔
唇
内
撥
音
m
〕

（
レ
．
表
記
）
　
（
「
レ
」
を
「
ン
」
で
示
す
）

ケ
ン
ス
　
　
　
　
　
　
キ
ン
　
　
　
　
　
　
キ
ン
生
ン

兼
　
（
4
）
　
襟
（
1
3
）
　
金
章
　
（
1
6
）

ン

ソ

ン

　

　

　

　

カ

イ

サ

ン

三
尊
（
用
）
　
開
三
　
（
Ⅲ
）
　
な
ど
…
・

ハ
イ
ニ
ン
ス
ル
ニ

拝
任

、に〕一
十
八
例

サ
ン
ケ
イ

（
1
8
）
　
参
啓
（
2
5
）

コ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

ン

　

　

　

　

　

　

　

生

リ

ン

ヱ

ン

　

　

　

　

　

　

ン

エ

紺
布
（
竺
　
三
楽
（
6
3
）
　
上
林
苑
（
5
9
）
　
三
衣
（
…
望



（
ウ
表
記
）

セ
ン
ニ
ウ
ス
ル
コ
ト

遷
任

（
零
表
記
）

ン
ネ

観
念
（
1
9
9
）

〔
舌
内
撥
音
n
〕

（
レ
表
記
）

シ
　
　
ヘ
ン
シ

年
　
変

リ
ヨ
ウ

慮
　
（
1
0
）

波
（
1
1
0
）

火

ン

イ

ウ

　

　

　

　

キ

ウ

　

　

　

チ

ウ

　

　

　

カ

リ

ウ

（
1
7
）
　
光
蔭
（
1
9
）
　
千
金
（
竺
　
沈
（
8
1
）
　
幹
林
（
8
9
）
…
…
以
上
五
例

へ
「
レ
」

（
3
）

コ
　
セ
ン

御
前

タ
ン
　
ン

檀
恩

を
「
ン
」
　
で
示
す
）

タ

ン

　

　

　

　

　

セ

ン

面
－
談
（
3
）
　
膳
（
5
）

ク
ワ
ウ
ヲ
ン

（
1
1
）
　
広
恩
（
1
1
）

∴
圧

サ
ウ
テ
ン

蒼
天
（
1
2
）

タ
ン

（
6
）
　
歎
（
7
）

フ
ン
イ
ウ

分
憂
（
1
7
）

ウ
ン

（
「
タ
ン
」
は
左
傍
に
加
点
）
　
雲
山
（
9
）

ヲ

ン

　

　

　

　

ヲ

ン

イ

ン

　

　

　

ヲ

ン

ト

ク

恩
（
1
7
2
3
）
　
恩
蔭
（
冊
e
　
恩
徳
（
5
7
）

カ
ク
コ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ン

情
動
（
9
）
　
賢

ヲ
ン
セ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
ン

恩
山
（
6
1
）
　
恩

シ

ン

ン

（
1
6
1
）
　
仁
恩
（
1
6
3
）
な
ど
…
…
一
七
五
例

（
ウ
表
記
）

ク
ワ
ウ
生

歓
賞
（
1
0
）

（
零
表
記
）

ケ
チ
ウ

消
塵
（
6
9
）

以
上
九
例

（
ム
表
記
）

シ
ム

六
秦
（
4
0
）

キ
ム
コ
ウ

勤
公
（
2
3
4
）

イ

ウ

エ

ン

　

　

　

　

　

　

ケ

チ

ウ

　

　

　

　

キ

ウ

チ

ウ

姻
姫
（
マ
マ
）
　
（
空
　
洞
塵
（
6
9
）
　
旧
塵
（
1
4
2
）
…
…
以
上
四
例

ヒ
－
．
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
リ
ウ

頻
伽
（
竺
　
幹
林
（
8
9
）

フ

ミ

ヤ

ウ

　

　

　

　

ヒ

ヒ

分
明
　
（
9
6
）
　
連
郡
（
9
8
）

サ
シ

散
（
1
4
0
）

チ

　

　

　

　

フ

ウ

俗
塵
（
1
4
7
）
　
不
運
（
塑

セ

シ

ツ

禅
室
（
塑
…
…

ハ
ム
火

半
靴
（
4
3
）

タ
ム

「
端
（
2
4
0
）

ル
イ
セ
ム

類
船
（
6
7
）

サ
ム

白
散
（
2
4
3
） テ

ム
　
イ
ス

転
（
移
）
　
（
1
1
8
）

セ

ム

ニ

宣
尼
（
1
3
7
）

タ

ム

　

ロ

暖
－
露
（
1
6
1
）

ヰ

サ

ム

　

　

　

ヱ

ム

ノ

7

＼

為
l
山
（
2
2
5
）
　
遠
ゝ
　
（
2
2
9
）

キ
ム
／
＼

近

ゝ

　

（

2

2

9

）

右
掲
の
よ
う
に
、
唇
内
撥
音
m
は
、

「
ン
表
記
」
「
ウ
表
記
」
「
零
表
記
」

（13）

で
表
し
て
い
て
「
ム
表
記
」
は
全
く
な
く
、
舌
内
撥
音
n
は
、

「
ン

（14）

表
記
」
「
ウ
表
記
」
「
零
表
記
」
で
表
す
他
に
、
「
ム
表
記
」
で
も
表
さ
れ
て
い
る
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定

唇
内
撥
音
m
を
表
す
場
合
に
も
舌
内
撥
音
n
を
表
す
場
合

二
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

に
も
、
「
ン
表
記
」
「
ウ
表
記
」
「
零
表
記
」
と
い
う
同
じ
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
舌
内
撥
音
n
を
表
す
場
合
に
は
「
ム

表
記
」
も
あ
る
。
こ
の
「
ム
表
記
」
は
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
唇
内
撥
音
m
を
表
す
の
に
用
い
る
も
の
で
あ
り
、
将
門
記
承
徳
点
で
も
そ
う

で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
当
時
の
一
般
的
な
表
記
法
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
和
泉
往
来
で
は
唇
内
撥
音
m
の
表
記
に
は
全
く
用
い
ら
れ
ず
、
却
っ
て

舌
内
撥
音
n
の
表
記
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。

又
、
「
ン
表
記
」
と
「
ウ
表
記
」
と
「
零
表
記
」
及
び
「
ム
表
記
」
と
の
間
に
は
音
韻
上
の
差
は
な
く
、
同
一
漢
字
で
も
種
々
の
表
記
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。

キ
ン
生
ウ

［
唇
内
m
］
　
金
生
　
（
埜
・

ヲ
ン
イ
ン

恩
蔭
（
2
5
）

ハ
イ
ニ
ン
ス
ル
こ

拝
任
　
　
（
1
8
）

生
リ
ン
ヱ
ン

上
林
苑
（
5
9
）

チ

ン

タ

イ

沈
－
滞
（
1
8
6
）

ン
シ

金
字
（
1
5
1
）

火
ン
イ
ウ

光
蔭
（
1
9
）

ニ
ン

・
任
（
1
8
9
）

カ

リ

ウ

幹
林
（
8
9
）

チ
ウ沈

（
5
5
）

キ
ウ

千
金
（
5
5
）

セ
ン
こ
ウ
ス
ル
コ
ト

遷
任

（17）

サ
ン
シ
テ

［
舌
内
n
］
　
散
　
（
塑

サ
ン
ス

散
（242）

サ
ム

白
散
（
2
4
3
）

サ
イ
チ
ン

細
慶

一
ィ
．
け
（

天
－
影

タ
ン
　
ロ

暖
露

軒
献

（225）（17）

（26）

（28）（51）

ケ
チ
ウ

消
塵
　
（
6
9
）

フ
ミ
ヤ
ウ

分
明
　
（
9
6
）

ウ
ン

▼

運

（

1

1

1

1

8

1

）

タ
ン暖

光
（
1
1
3
）

キ
ウ
チ
ウ

旧
塵
（
1
4
2
）

サ
シ

散
（
1
4
0
）

チ

俗
塵
（
1
4
7
）

フ
ウ

不
運
（
1
8
1
）

タ

ム

　

ロ

暖
－
露
（
1
6
1
）

テ

ム

　

イ

ス

転
（
移
）
　
（
1
1
8
）

こ
れ
ら
は
、
同
一
の
音
を
表
す
の
に
、
右
の
諸
表
記
が
任
意
に
採
用
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
諸
表
記
は
同
時
代
の
他
文
献
、
例
え
ば
高
山
寺

本
古
往
来
の
よ
う
な
m
＝
ム
、
n
＝
ン
・
零
表
記
に
よ
っ
て
表
記
を
区
別
す
る
場
で
用
い
ら
れ
て
い
た
表
記
が
目
に
触
れ
て
お
り
、
恐
ら
く



そ
の
表
記
文
字
だ
け
を
採
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

右
に
掲
げ
た
事
実
に
よ
る
と
、
和
泉
往
来
で
は
、
唇
内
壁
品
と
舌
内
撥
音
n
と
は
、
表
記
上
の
区
別
の
全
く
存
し
な
い
背
景
に
、
二
種

の
異
な
る
音
韻
と
し
て
の
認
識
が
な
く
、
同
一
の
音
韻
と
し
て
把
握
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
す
れ
ば
、
高
山
寺
本
古
往
来
と
は

大
き
な
相
違
と
な
る
。

㈱
　
和
語
の
撥
音

和
泉
往
来
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
和
語
の
撥
音
に
も
見
ら
れ
る
。

先
ず
、
マ
行
に
基
く
撥
音
便
が
「
ム
」
「
ウ
」
で
表
さ
れ
、
ナ
行
・
ラ
行
に
基
く
撥
音
便
が
「
ン
」
で
表
さ
れ
て
い
て
、
一
見
区
別
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

ウ

ト

ム

テ

　

　

　

ス

ム

テ

［
マ
行
］
　
疏
　
（
2
1
）
　
清
　
（
竺

ネ
ム
コ
ロ
ニ

懸
勤
心
　
（
2
3
9
）

ツ
ウ
テ
　
　
　
　
　
　
　
タ
シ
ナ
ウ
テ

積
　
（
5
）
　
嗜
　
（
1
1
g
）

ク
ム
テ
　
　
　
　
　
　
　
ス
、
ム
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
テ

酌
　
（
塑
　
進
【
而
（
1
7
0
）
　
結
　
（
竺

［
ナ
行
，
ラ
行
］
　
衝
巌
（
9
0
）
ィ
ト
輿
カ
（
興
上
の
「
カ
」
は
本
の
ま
ま
）

ノ

コ

ン

ノ

遺
　
（
…
望

零
表
記
で
示
さ
れ
る
時
に
は
、
マ
行
・
バ
行
に
基
く
翌
日
便
に
も
、
ナ
行
・
ラ
行
に
基
く
撥
音
便
に
も
用
い
ら
れ
て
い
て
、
区
別
が
な
い
。

ノ

ソ

テ

　

　

　

　

　

ア

ソ

テ

［
マ
行
・
バ
行
］
　
弊
　
（
2
0
）
　
臨
　
（
1
6
4
些
　
遊
　
（
1
1
0
）

㍍
㌘
　
　
　
　
　
ア
マ
ノ
　
　
　
　
　
タ
マ
ミ
ツ

［
ナ
行
・
ラ
行
］
　
何
　
（
2
3
4
型
　
余
日
（
印
）
＋
洞

ウ
ケ
タ
マ
ハ
ヌ

（

5

7

）

　

　

奉

　

（

2

3

7

）

更
に
、
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
の
表
記
に
至
っ
て
は
、

サ

ン

セ

ン

　

　

　

ラ

レ

ン

　

　

　

マ

カ

セ

ン

〔
ン
表
記
〕
　
察
　
（
1
0
）
　
被
　
（
1
1
）
　
任
　
（
1
1
）

タ
ン
ニ
ン
セ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ウ
リ
ウ
セ
ン

（
1
3
0
）
　
薫
入
　
（
Ⅲ
）
　
紹
隆
　
（
1
7
6
）

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定

「
ン
表
記
」
「
ウ
表
記
」

「
ム
表
記
」
が
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
等
量
ず
つ
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ツ

ク

サ

ン

ヤ

　

　

　

　

キ

コ

エ

ン

　

　

　

　

　

ケ

イ

タ

ツ

セ

ン

　

　

　

　

　

ヰ

ケ

イ

セ

ン

　

　

　

　

　

　

セ

ン

ト

　

　

　

　

ヲ

コ

サ

ン

ト

尽
臭
　
（
望
　
聞
　
（
空
　
啓
達
　
（
竺
　
委
啓
　
（
望
　
報
　
（
1
3
0
）
　
費

ト
ケ
ン
　
　
　
　
　
　
バ
ラ
ハ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
ワ
シ
ラ
ン

遂
　
（
1
7
8
）
　
払
　
（
2
3
0
）
　
奔
　
（
型

二
三



鎌
　
倉
　
時

ス
ヽ
マ
ウ
ト
ス
レ
ハ

〔
ウ
表
記
〕
　
進
　
而

ヒ
ラ
カ
ウ
ト

排
　
　
（
1
5
6
）

キ
ラ
ム

〔
ム
表
記
〕
　
努
　
（
2
2
）

ア
ヘ
ム

（
1
8
0
）
　
敢

代
　
語

（6）

研
　
究

シ
リ
ソ
カ
ウ
ト
　
　
　
　
　
　
　
タ
ツ
ネ
ウ
ト

退
而
　
（
6
）
　
尋

（33）

ウ
ト

知
　
（
3
4
）

タ
ン
セ
ウ
ト

堀
エ
ム

ツ
キ
ナ
ウ
コ
ト
ヲ

（
1
5
6
）
　
喝

（捕）

カ
レ
ナ
ウ
コ
ト
ヲ

枯

得
（
2
4
）
　
趣

ク
ツ
サ
ム

（
一
望
　
倒
　
（
2
3
9
）

セ
ム

（
2
9
）
　
為

モ
ト
メ
ム
ト

干
　
　
（
紺
）

（30）

ソ
セ
ム

処

（捕）（37）
ホ
ウ
セ
ウ

報
方
（
5
5
）

ワ
シ
ラ
ウ
ト

経

マ
シ
ハ
ラ
ウ
ト

交

（143）

（171）

ト
ア
ラ
ハ
ム

訪
　
　
（
1
3
7
）

ス
ヽ
マ
ウ
ト

前
　
　
（
m
）

コ
タ
ヘ
ム
ト

二
四

シ
テ
ウ
ト

知
　
（
1
4
3
）

カ
へ
ラ
ム
コ
ト

酬
　
　
（
甜
）
　
帰

セ
ウ
ト

行
　
（
1
5
1
）

ト
ケ
ム
ト

（
欄
）
　
遂

へ
ウ
セ
ム
カ

表
　
　
（
2
4
5
）

そ
こ
に
用
い
ら
れ
た
「
ン
表
記
」
「
ウ
表
記
」
「
ム
表
記
」
は
、
和
泉
往
来
に
お
け
る
字
音
語
の
舌
内
撥
音
n
の
表
記
に
採
用
さ
れ
た
も
の
と

同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
は
、
本
来
の
唇
音
性
を
失
っ
て
い
た
ら
し
く
、
恐
ら
く
撥
音
の
二
種
m
・
n
の
区
別
を
認

識
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
、
和
語
の
撥
音
は
、
マ
行
・
バ
行
に
基
く
も
の
は
「
ム
」
で
表
さ
れ
、
ナ
行
・
ラ
行
に
基
く
も

（15）

の
は
「
ン
」
　
で
表
さ
れ
て
い
て
、
表
記
上
区
別
す
る
原
則
が
認
め
ら
れ
る
。

〔
マ
行
・
バ
行
〕

イ
ト
ナ
ム
テ

営
　
　
（
1
9
6
）

エ
ラ
ム
テ

撰
　
（
3
3
9
）

〔
ナ
行
・
ラ
行
〕

ヨ
ム
テ

読
（195）

タ
ラ
ム
ト

蔵
人
（
3
7
2
）

ナ

ム

タ

　

　

　

　

カ

ム

ノ

ノ

涙
　
（
捕
）
　
守
殿
（
n
n
“
聖
　
な
ど
…
十
例

…
二
例

イ

カ

ン

如
何
（
3
7
3
）

タ
ン
ヌ

マ
カ
H
′
コ
エ
ン
タ

罷
　
越
　
（
…
空
な
ど
…
八
例

ク
タ
ン
ノ

足
　
（
弧
）
　
件
　
（
欄
）
　
な
ど
…
五
例

但
し
、
「
バ
ン
ヘ
リ
」
の
四
例
と
助
動
詞
「
ン
」
の
九
例
と
に
「
ン
」
表
記
の
存
す
る
の
は
、
院
政
後
期
の
表
記
規
範
に
基
く
文
献
に
通
ず
る

時
代
的
傾
向
で
あ
る
が
、
助
動
詞
「
む
」
　
の
八
十
五
例
は
「
ム
」
で
表
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
、
和
語
の
撥
音
m
・
n
の
二
種
を
表
記
上
区
別
す
る
原
則
が
あ
る
の
に
、
和
泉
往
来
に
お
い
て
は
、

撥
音
二
種
は
音
韻
と
し
て
区
別
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
撥
音
便
に
お
い
て
、
マ
行
に
基
く
も
の
を
「
ム
」
「
ウ
」
で
表
し
、
ナ
行
・
ラ
行



に
基
く
も
の
を
「
ン
」
で
表
し
て
二
見
区
別
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
映
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
語
の
表
記
習
慣
に
引
か
れ
た
と
見
る
べ
く
、
音
韻

と
し
て
の
別
を
反
映
し
た
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
る
。

㈲
　
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
音
便

和
泉
往
来
に
お
い
て
は
、
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
連
用
形
が
助
詞
「
テ
」
に
続
く
時
は
、
す
べ
て
音
便
を
起
し
て
い
る
。
そ
の
表
記
は
、

「
レ
」
「
ウ
」
「
ム
」

〔
ン
表
記
〕
（
「
〕
」

ヤ
シ
ナ
ウ
テ

〔
ウ
表
記
〕
　
養

ハ
ラ
ム
テ

〔
ム
表
記
〕
　
払

及
び
零
表
記
で
示
さ
れ
る
。

ヨ
ハ
ン
テ

を
「
ン
」
で
示
す
）
　
呼
　
（
綱
）

シ
タ
カ
ウ
テ
　
　
　
　
　
　
ヲ
ヽ
ウ
テ

（
5
8
）
　
遂
　
（
畑
）
　
覆
　
（
塑

（115）

バ
ラ
ウ
テ
　
　
　
　
　
ア
ラ
ソ
ウ
テ
　
　
　
　
　
ア
ウ
テ
　
　
　
　
　
ウ
シ
ナ
ウ
テ

掃
　
（
1
5
1
）
　
争
　
（
Ⅲ
）
　
遇
　
（
蟻
）
　
失
　
（
1
9
1
） イ

ト
ウ
テ
　
　
　
　
　
　
　
フ
ル
ウ
テ

厭
　
（
2
2
0
）
　
振
　
（
2
2
8
）

〔
零
表
記
〕
顧
（
Ⅲ
）
　
〔
（
参
考
）
ッ
ヵ
撃
－
（
讐

こ
れ
ら
は
、
表
記
の
違
い
が
音
価
の
差
を
示
す
こ
と
も
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
「
ハ
ラ
ム
テ
」
「
バ
ラ
ウ
テ
」
の
よ
う
に
同
一
語
が
異
表
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
「
ン
表
記
」
「
ウ
表
記
」
「
ム
表
記
」
「
零
表
記
」
が
、
和
泉
往
来
で
は
字
音
語
の
舌
内
壁
日
n
の
表
記
に
用
い
ら
れ
た

り
、
推
量
の
助
動
詞
「
む
」
の
表
記
に
も
通
じ
て
い
た
り
す
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
こ
れ
ら
の
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
音
便
は
、
同
一
の
音

を
種
々
の
表
記
で
示
し
た
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
音
価
は
、
n
に
近
い
音
で
あ
り
、
n
と
1
と
の
識
別
の
不
十
分
な
書
き
手
に
と
っ
て
は
、
楊
守

敬
旧
蔵
本
将
門
記
と
同
じ
く
、
促
音
的
な
音
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
、
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
が
音
便
に
な
ら
ず
に
連
用
形
の
原
形
の
ま
ま
で
用
い
ら
れ
た
例
が
、

ワ
ッ
ラ
ヒ
テ
　
　
　
　
　
　
　
タ
マ
ヒ
テ

煩
　
（
型
　
賜
　
（
華

の
よ
う
に
あ
る
。
但
し
音
便
を
起
し
た
例
も
あ
る
。

〔
フ
表
記
〕

〔
ム
表
記
〕

ア
フ
テ
　
　
　
　
　
　
ヲ
フ
テ
　
　
　
　
　
　
タ
カ
フ
テ

遇
　
（
嬰
　
負
　
（
1
1
0
）
　
違
　
（
竺

ワ
ッ
ラ
ム
テ
　
　
　
　
　
　
　
ム
テ
　
　
　
　
　
　
ム
カ
ム
テ

思
　
煩
　
（
4
0
1
）
　
賜
　
（
望
　
向

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定

ウ
ヤ
マ
ム
テ

（
規
）
　
負
　
（
拗
）



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ヲ
ツ
テ

〔
ツ
表
記
〕
　
追
　
（
6
3
）

「
フ
表
記
」
は
、
和
泉
往
来
に
は
見
ら
れ
な
い
表
記
で
あ
り
、
ハ
行
転
呼
の
一
般
化
し
た
時
代
か
ら
見
て
ウ
音
便
の
可
能
性
が
あ
る
。
「
ム
表

ヲ

ツ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

1

6

）

記
」
は
音
価
が
定
め
難
い
が
、
「
追
」
に
併
せ
考
え
る
と
唇
音
的
な
促
音
便
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

㈹
　
和
語
に
お
け
る
語
頭
の
狭
母
音
音
節

和
泉
往
来
に
は
、
「
奪
」
「
抱
」
の
付
訓
例
が
な
い
の
で
、
「
ウ
パ
フ
」
「
イ
ダ
ク
」
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
類
例
と
し
て
、

「
ダ
ス
」
が
あ
る
。

ン

シ

ツ

ノ

　

シ

タ

ス

　

ノ

ヲ

入
室
僧
可
レ
出
二
其
義
一
（
1
7
7
）

高
山
寺
本
古
往
来
に
は
、
「
奪
」
「
抱
」
の
語
が
な
く
、
「
出
」
字
に
は
付
訓
例
が
な
い
の
で
、
語
頭
の
狭
母
音
音
節
の
有
無
は
調
べ
る
こ
と

が
出
来
な
い
。

四
、
将
門
記
・
古
往
来
各
二
本
間
の
相
違
の
意
味

第
二
節
で
将
門
記
に
お
け
る
承
徳
本
と
楊
守
敬
旧
蔵
本
と
の
比
較
を
行
い
、
第
三
節
で
古
往
来
に
お
け
る
高
山
寺
本
古
往
来
と
和
泉
往
来

と
の
比
較
を
行
っ
た
。
そ
の
相
違
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

将
門
記
に
お
い
て
は
、

0
、
字
音
語
の
サ
行
開
拗
音
の
仮
名
表
記
に
つ
い
て
、
承
徳
本
が
ヤ
行
表
記
の
「
シ
ャ
・
シ
ユ
・
シ
ヨ
」
を
用
い
る
の
に
対
し
て
、
楊
守
敬

旧
蔵
本
は
直
音
表
記
の
「
サ
・
ス
・
ソ
」
を
用
い
る
。

q
字
音
語
の
合
拗
音
の
表
記
に
つ
い
て
、
承
徳
本
が
「
ク
ワ
・
ク
ヰ
」
の
仮
名
表
記
が
主
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
は
仮
名

で
は
直
音
表
記
を
用
い
、
別
に
類
音
字
で
表
す
。

q
字
音
語
の
撥
音
尾
m
と
n
と
に
つ
い
て
、
承
徳
本
が
「
ム
」
と
「
ま
と
で
表
記
を
区
別
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
で



は
区
別
が
認
め
ら
れ
な
い
。

呵
和
語
の
嬰
に
つ
い
て
、
承
徳
本
で
は
m
・
n
二
種
の
音
を
、
字
音
語
と
同
じ
く
「
ム
」
と
「
＞
」
・
零
表
記
と
で
表
記
し
分
け
て
い
る

の
に
対
し
て
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
で
は
、
零
表
記
の
場
合
に
区
別
が
認
め
ら
れ
な
い
。

㈲
、
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
音
便
に
つ
い
て
、
承
徳
本
で
は
音
便
の
形
は
見
ら
れ
ず
、
原
形
で
表
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
で

は
殆
ど
音
便
の
形
で
現
れ
、
唇
音
的
な
促
音
と
見
ら
れ
る
音
便
で
あ
る
。

囲
、
和
語
に
お
け
る
語
頭
の
狭
母
音
音
節
に
つ
い
て
、
承
徳
本
で
は
「
イ
ダ
ク
」
の
よ
う
に
「
イ
」
が
表
記
さ
れ
て
い
て
、
脱
落
し
た
例
が

見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
で
は
「
パ
フ
（
奪
）
」
は
全
例
こ
の
形
で
あ
り
、
「
ダ
ク
（
懐
・
抱
）
」
も
見
ら
れ
て
、
語
頭
の
狭

母
音
音
節
の
脱
落
し
た
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

の
よ
う
に
な
る
。

次
に
、
古
往
来
に
お
い
て
は
、

H
、
字
音
語
の
サ
行
開
響
の
仮
名
表
記
に
つ
い
て
、
高
山
寺
本
古
往
来
が
ヤ
行
表
記
の
「
シ
ャ
・
シ
ユ
・
シ
ヨ
」
を
用
い
る
の
に
対
し
て
、

和
泉
往
来
は
直
音
表
記
の
「
サ
・
ス
・
ソ
」
を
主
用
す
る
。

q
字
音
語
の
合
拗
音
の
表
記
に
つ
い
て
、
高
山
寺
本
古
往
来
が
「
ク
ワ
・
ク
ヰ
」
の
仮
名
表
記
を
主
と
す
る
の
に
対
し
て
、
和
泉
往
来
は

仮
名
で
直
音
表
記
を
用
い
（
但
し
ア
段
に
は
「
ク
ワ
」
を
混
え
る
）
、
別
に
類
音
字
で
表
す
。

q
字
音
語
の
撥
音
尾
m
と
n
と
に
つ
い
て
、
高
山
寺
本
古
往
来
が
「
ム
」
と
「
ン
」
と
で
表
記
を
区
別
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
和
泉
往

来
で
は
区
別
の
意
識
が
認
め
ら
れ
ず
同
じ
音
と
把
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

呵
和
語
の
嬰
に
つ
い
て
、
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
m
・
n
二
種
の
音
を
、
字
音
語
と
同
じ
く
「
ム
」
と
「
ン
」
と
で
表
記
し
分
け
て
い

る
の
に
対
し
て
、
和
泉
往
来
で
は
零
表
記
の
場
合
と
助
動
詞
「
む
」
と
に
区
別
が
認
め
ら
れ
な
い
。

㈲
、
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
音
便
に
つ
い
て
、
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
、
原
形
の
ま
ま
で
用
い
ら
れ
、
又
音
便
に
は
ウ
音
便
の
可
能
性
も
あ

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
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二
八

る
も
の
の
他
、
唇
音
的
な
促
音
便
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
の
に
対
し
て
、
和
泉
往
来
で
は
す
べ
て
音
便
の
形
で
現
れ
、
唇
音
的
な
促

音
と
見
ら
れ
る
音
便
で
あ
る
。

囲
、
和
語
に
お
け
る
語
頭
の
狭
母
音
音
節
に
つ
い
て
、
高
山
寺
本
古
往
来
に
は
該
当
例
が
な
く
調
べ
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、
和
泉
往
来
に

は
「
ダ
ス
（
出
）
」
の
例
が
あ
り
、
語
頭
の
狭
母
音
音
節
の
脱
落
し
た
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

右
の
、
二
組
の
四
文
献
を
見
較
べ
る
と
、
将
門
記
に
お
け
る
、
承
徳
本
に
対
す
る
楊
守
敬
旧
蔵
本
の
対
立
関
係
は
、
古
往
来
に
お
け
る
、

高
山
寺
本
古
往
来
に
対
す
る
和
泉
往
来
の
対
立
関
係
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

即
ち
、
表
記
の
上
か
ら
見
る
に
、
将
門
記
の
承
徳
本
と
高
山
寺
本
古
往
来
と
が
共
通
の
表
記
基
盤
に
あ
り
、
一
方
、
将
門
記
の
楊
守
敬
旧

蔵
本
と
和
泉
往
来
と
が
共
通
の
言
語
基
盤
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。

右
掲
の
六
項
目
に
つ
い
て
み
る
に
、
将
門
記
承
徳
本
と
高
山
寺
本
古
往
来
と
は
〓
疋
の
表
記
方
式
に
従
っ
て
お
り
、
表
記
規
範
に
従
っ
た

同
時
代
の
他
文
献
の
表
記
に
も
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。

特
に
、
将
門
記
の
承
徳
本
は
、
そ
の
本
文
が
丁
寧
で
字
画
正
し
い
清
書
本
の
趣
が
あ
る
上
に
、
第
六
張
表
か
ら
第
八
張
裏
に
か
け
て
は
裡

書
の
技
巧
が
施
さ
れ
て
あ
り
、
訓
点
に
は
、
「
オ
」
と
「
ヲ
」
と
の
仮
名
達
に
定
家
仮
名
道
に
通
ず
る
声
調
の
差
に
よ
る
用
法
が
認
め
ら
れ
て

（17）

い
る
。
更
に
施
訓
方
式
に
も
〓
正
の
原
理
が
存
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
は
、
川
口
久
雄
博
士
が
承
徳
本
を
唱
導
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使

（18）

用
し
た
形
跡
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
所
と
も
関
係
す
る
。
承
徳
本
に
見
ら
れ
る
〓
走
の
表
記
方
式
は
、
当
時
の
文
章
語
の
表
記
規
範
を
反
映

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（19）

又
、
高
山
寺
本
古
往
来
も
、
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
の
は
何
等
か
の
意
味
で
教
育
的
配
慮
の
然
ら
し
む
る
所
で
は
な
い
か
と
さ
れ
、
そ
の

（20）

訓
点
の
施
訓
方
式
に
、
将
門
記
承
徳
本
に
通
ず
る
、
一
定
の
原
理
が
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
高
山
寺
本
古
往
来
が
、
将
門
記
承
徳
本
と
同

じ
表
記
基
盤
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

一
方
、
将
門
記
の
楊
守
敬
旧
蔵
本
は
、
本
文
が
一
筆
で
あ
る
が
、
天
地
一
杯
に
無
造
作
に
自
由
奔
放
な
風
に
書
か
れ
、
全
巻
が
重
ね
書
や



書
き
損
じ
や
訂
正
加
筆
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
稿
本
の
よ
う
な
様
相
を
見
せ
て
い
る
。
従
っ
て
、
訓
点
に
お
い
て
も
、
承
徳
本
に
見
ら
れ
た
「
オ
」

と
「
ヲ
」
と
の
仮
名
達
や
、
〓
疋
の
施
訓
方
式
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。

又
、
和
泉
往
来
文
治
二
年
写
本
も
、
全
巻
に
重
ね
書
や
書
き
損
じ
や
訂
正
が
あ
り
、
多
く
の
誤
写
や
誤
訓
を
持
ち
、
仮
名
遣
は
無
論
、
一

定
の
施
訓
方
式
も
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。

将
門
記
楊
守
敬
旧
蔵
本
と
和
泉
往
来
文
治
二
年
写
本
と
が
、
先
掲
の
六
項
目
に
お
い
て
共
に
当
時
の
表
記
規
範
に
適
わ
な
い
内
容
で
あ
っ

た
の
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
本
文
や
訓
点
の
書
写
態
度
と
深
く
係
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
こ
の
南
本
が
六
項
目
を
通
じ
て
表
し
て
い
る
言
語
基
盤
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
。

各
項
目
毎
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

第
一
項
の
、
サ
行
開
拗
音
を
直
音
で
表
記
し
て
い
る
こ
と
は
、
将
門
記
楊
守
敬
旧
蔵
本
も
和
泉
往
来
も
、
漢
文
の
訓
点
で
あ
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
異
様
で
あ
る
。
院
政
期
当
時
の
訓
点
の
表
記
と
し
て
は
、
仮
名
で
は
ヤ
行
表
記
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、

サ
行
開
拗
音
を
直
音
で
衷
記
す
る
こ
と
は
、
当
代
の
和
文
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
又
、
漢
文
に
訓
点
を
施
す
こ
と
の
始
ま
っ
た
当
初
の
平

安
初
期
の
訓
点
資
料
に
お
い
て
、
拗
音
を
表
記
す
る
に
当
り
様
々
に
工
夫
し
た
中
の
一
つ
の
方
式
と
し
て
直
音
の
表
記
も
採
用
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
所
謂
直
音
に
表
記
さ
れ
た
も
の
の
音
価
が
何
で
あ
っ
た
か
は
確
定
し
難
い
厄
介
な
問
題
で
あ
る
が
、
将
門
記
や
古
往
来
が
示
す
よ
う

に
、
殆
ど
同
じ
時
期
の
訓
点
に
お
い
て
、
中
国
伝
来
の
拗
音
を
表
す
の
に
、
「
シ
ャ
・
シ
ユ
・
シ
ヨ
」
と
「
サ
・
ス
・
ソ
」
と
の
二
様
が
存
し

て
お
り
、
文
献
の
性
格
に
よ
っ
て
採
用
し
た
表
記
が
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
注
目
さ
れ
て
良
い
。
即
ち
、
そ
の
背
景
に
二
つ
の
異
な

っ
た
表
記
の
体
系
が
そ
れ
ぞ
れ
に
存
し
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
が
単
な
る
表
記
の
段
階
に
止
ま
る
の
か
、
音
韻
体
系
の
相
違
に

ま
で
係
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。

一
体
、
拗
音
は
、
擬
声
音
は
と
も
か
く
、
語
を
表
す
音
と
し
て
は
外
来
音
で
あ
っ
て
、
漢
字
と
共
に
中
国
大
陸
か
ら
輸
入
さ
れ
た
音
で
あ

る
と
見
て
良
い
。
固
有
の
日
本
語
の
音
韻
体
系
に
は
無
か
っ
た
音
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
何
時
か
ら
ど
の
よ
う
な
位
相
に
お
い
て
、

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
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日
本
語
の
音
韻
体
系
に
入
り
定
着
し
た
か
は
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
漢
文
訓
読
と
い
う
場
は
そ
の
有
力
な
手
掛
り
と
な
る
。
そ
こ
で
は
、
当

初
、
外
国
語
の
音
と
し
て
学
習
さ
れ
、
表
記
も
反
切
や
同
音
字
で
示
さ
れ
た
り
、
類
音
の
漢
字
や
直
音
仮
名
、
或
い
は
二
重
母
音
で
示
さ
れ

（21）

た
り
様
々
な
工
夫
が
あ
っ
た
が
、
時
代
の
下
る
と
共
に
仮
名
表
記
の
ヤ
行
表
記
に
定
着
し
て
く
る
。
そ
れ
は
、
中
国
語
の
原
音
に
忠
実
で
あ

ろ
う
と
す
る
段
階
か
ら
、
次
第
に
原
音
か
ら
離
れ
る
姿
と
読
み
と
れ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
学
習
音
の
レ
ベ
ル
で
の
事
柄
で
あ
る
。

一
方
、
拗
音
を
持
つ
外
来
語
が
、
そ
の
事
物
や
概
念
ご
と
日
本
人
の
言
語
生
活
に
入
っ
た
場
合
、
拗
音
を
持
た
な
か
っ
た
日
本
語
の
音
韻

体
系
で
話
し
聞
く
生
活
を
す
る
人
が
、
そ
の
昔
を
表
す
に
は
、
類
音
の
漢
字
で
原
音
に
近
づ
け
て
示
す
か
、
又
は
、
そ
の
昔
に
近
い
日
本
語

の
音
韻
に
把
え
直
し
そ
の
仮
名
で
示
す
か
と
い
う
方
法
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
漢
文
訓
読
の
よ
う
な
学
習
者
と
し
て
習
得
す
る

場
で
は
、
仮
名
表
記
は
原
音
を
表
す
た
め
に
そ
れ
に
近
い
音
の
仮
名
を
借
用
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
日
常
談
話
語
の
場
乃
至
は
そ
の
口
頭
語

が
書
き
留
め
ら
れ
る
場
で
は
、
外
来
音
と
し
て
の
拗
音
は
、
日
本
語
の
音
韻
体
系
の
中
で
そ
れ
に
近
い
音
韻
で
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
和

文
の
「
直
音
表
記
」
は
、
正
に
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ
は
、
漢
文
訓
読
と
い
う
位
相
に
お
け
る
学
習
音
と
は
異
な
り
、
そ

れ
か
ら
離
れ
て
、
音
韻
と
し
て
は
日
常
談
話
語
に
通
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

将
門
記
楊
守
敬
旧
蔵
本
や
和
泉
往
来
に
お
け
る
サ
行
開
拗
音
の
直
音
表
記
「
サ
・
ス
・
ソ
」
も
、
本
来
中
国
語
音
で
あ
っ
た
こ
の
種
の
拗

音
を
、
固
有
の
日
本
語
の
音
韻
体
系
の
中
で
把
え
、
そ
の
表
記
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
が
漢
文
の
体
裁
を
持
ち
そ
の
訓
点
で
あ
っ

た
た
め
に
、
こ
れ
を
漢
籍
や
仏
書
の
訓
点
と
同
列
に
考
え
て
し
ま
う
と
異
様
な
感
を
持
つ
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
和
化
漢
文

で
あ
り
、
し
か
も
訓
点
一
般
と
し
て
の
表
記
規
範
に
必
ず
し
も
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
な
、
規
範
力
の
緩
い
書
写
本
の
場
に
は
、
談
話
語
と
同

じ
日
本
語
の
音
韻
体
系
が
現
れ
う
る
。
そ
こ
に
は
、
学
習
音
と
し
て
の
訓
点
の
場
で
の
表
記
と
は
違
っ
た
把
え
方
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
さ
す
れ
ば
、
こ
の
二
文
献
の
直
音
表
記
の
実
態
か
ら
、
道
に
当
時
の
日
常
談
話
語
の
発
音
を
窺
う
資
料
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
項
の
、
合
拗
音
を
、
将
門
記
楊
守
敬
旧
蔵
本
と
和
泉
往
来
と
が
仮
名
で
は
直
音
表
記
で
示
し
、
別
に
類
音
字
で
表
し
て
い
る
の
も
、

ハ

ケ

ム

　

　

　

　

　

　

　

キ

カ

ン

　

ラ

ウ

ケ

ツ

サ
行
開
拗
音
の
直
音
表
記
の
場
合
と
同
様
の
事
柄
で
あ
る
。
楊
守
敬
旧
蔵
本
の
「
百
解
」
、
和
泉
往
来
の
「
箕
合
」
「
脾
月
」
等
の
直
音
表
記



カ
ン

は
、
固
有
の
日
本
語
の
音
韻
体
系
の
中
で
、
そ
れ
に
近
い
音
の
仮
名
で
表
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
将
門
記
承
徳
本
の
「
解
寡
」

も
同
様
の
も
の
で
あ
る
。

若
し
、
こ
れ
ら
を
日
本
語
の
音
韻
体
系
の
中
に
合
翌
日
が
定
着
し
位
置
を
占
め
て
い
た
時
代
の
表
記
と
す
れ
ば
、
従
来
の
国
語
史
に
お
い

て
合
拗
音
の
消
滅
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
「
ク
ワ
t
カ
」
「
ク
ヰ
ー
キ
」
「
ク
ヱ
ー
ケ
」
の
音
韻
変
化
が
、
室
町
時
代
や
鎌
倉
中
期
を
潤
っ
て
、

（

2

2

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

セ

イ

ク

ワ

イ

ク

ワ

ウ

ヲ

ン

既
に
院
政
初
期
に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
一
方
、
和
泉
往
来
の
仮
名
表
記
の
中
に
、
「
清
懐
」
「
広
恩
」
の
よ
う

な
「
ク
ワ
」
表
記
が
交
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
書
写
に
当
り
、
院
政
末
鎌
倉
初
期
と
い
う
時
代
か
ら
見
て
、
訓
点
の
世
界
の
表
記
法
が
混
入

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
三
項
の
、
字
音
語
の
撥
音
尾
m
と
n
と
の
区
別
も
、
外
来
音
と
し
て
中
国
の
漠
字
音
の
学
習
を
通
し
て
習
得
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

固
有
の
日
本
語
の
音
韻
体
系
に
は
二
種
の
音
韻
は
存
し
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
知
識
と
し
て
学
習
し
た
音
で
あ
る
か
ら
、
訓
点
資
料
の
世

界
に
お
い
て
さ
え
、
平
安
初
期
以
来
、
屡
ミ
表
記
上
の
誤
用
が
現
れ
、
そ
れ
が
折
毎
に
指
摘
さ
れ
て
来
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
二
音
を
表
記

上
区
別
す
る
こ
と
は
、
知
識
が
高
く
、
表
記
規
範
に
忠
実
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

楊
守
敬
旧
蔵
本
が
こ
の
二
種
の
音
を
区
別
せ
ず
、
又
、
和
泉
往
来
に
お
い
て
区
別
の
意
識
が
認
め
ら
れ
ず
同
じ
音
と
把
え
ら
れ
て
い
た
こ

と
は
、
学
習
し
た
知
識
音
に
従
っ
た
の
で
は
な
く
、
当
時
の
固
有
の
日
本
語
の
音
韻
体
系
の
中
で
把
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
る
と
そ
の

事
情
が
理
解
し
易
い
と
思
う
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
例
と
し
て
、
当
時
の
角
筆
文
献
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。

書
陵
部
蔵
文
選
巻
第
二
院
政
初
期
の
訓
点
に
お
い
て
、
第
一
次
墨
書
で
は
、
唇
内
撥
音
品
は
「
ム
」
で
表
し
、
舌
内
翌
日
n
は
「
ン
」
で

表
し
て
い
て
峻
別
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
人
が
後
か
ら
追
筆
し
た
角
筆
の
仮
名
で
は
n
を
「
ム
」
で
表
し
て
区
別
の
乱
れ
た
も
の

が
約
半
数
あ
る
。
更
に
角
筆
の
仮
名
の
上
か
ら
加
筆
訂
正
し
た
第
二
次
墨
書
で
は
再
び
正
し
く
区
別
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
墨
書
は
表
記
規

（23）

範
に
適
っ
て
正
し
く
峻
別
さ
れ
て
い
る
の
に
、
角
筆
に
よ
る
凹
み
の
仮
名
で
は
区
別
が
乱
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
神
田
本
白
氏
文
集
天
永
四

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二



鎌
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年
（
二
一
三
）
点
で
も
第
一
次
墨
書
は
峻
別
し
て
い
る
の
に
、
角
筆
の
仮
名
で
は
区
別
の
乱
れ
た
例
が
あ
る
。

角
筆
の
仮
名
が
、
そ
の
性
格
上
、
当
時
の
表
記
規
範
か
ら
外
れ
、
口
頭
語
を
反
映
し
易
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
右
述
の
文
選
や
文
集
の

角
筆
の
仮
名
の
例
は
、
当
時
の
口
頭
語
の
発
音
を
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

（24）

さ
す
れ
ば
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
や
和
泉
往
来
が
二
種
の
撥
音
を
区
別
し
な
い
の
も
、
口
頭
語
の
投
影
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。

第
四
項
の
、
和
語
の
撥
音
に
お
い
て
、
将
門
記
楊
守
敬
旧
蔵
本
と
和
泉
往
来
と
が
二
種
の
音
を
区
別
し
な
い
の
も
、
同
様
の
事
柄
で
あ
る
。

音
便
の
場
合
に
マ
行
に
基
く
音
便
を
「
ム
」
、
ナ
行
・
ラ
行
に
基
く
音
便
を
「
ン
」
で
表
し
て
一
見
区
別
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
の
は
、
単

な
る
表
記
習
慣
に
従
っ
た
ま
で
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
音
韻
の
別
を
反
映
し
た
も
の
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
五
項
の
、
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
音
便
に
お
い
て
、
将
門
記
楊
守
敬
旧
蔵
本
と
和
泉
往
来
と
が
、
す
べ
て
音
便
と
し
て
現
れ
、
し
か
も

促
音
的
な
音
便
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
。
従
来
は
こ
の
現
象
に
つ
い
て
鎌
倉
時
代
以
前
の
文
献
を
対
象
と
し
て
正
面
か
ら
論
ぜ
ら
れ

る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
用
例
そ
の
も
の
が
少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
角
筆
文
献
が
顧
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
平
安
中
期
（
十
世
紀
）
に
既
に
こ
の
現
象
の
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
来
た
。

例
え
ば
石
山
寺
蔵
沙
爾
十
戒
威
儀
経
平
安
中
期
角
筆
点
で
は
、
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
が
助
詞
「
テ
」
「
ツ
＼
」
に
続
く
時
は
、
す
べ
て
音
便
と

（25）

し
て
現
れ
、
し
か
も
促
音
的
な
音
便
で
あ
っ
た
。
同
期
の
他
の
角
筆
文
献
に
つ
い
て
も
同
種
の
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
時

期
の
和
文
で
も
（
例
え
ば
青
硲
書
屋
本
土
左
日
記
）
、
又
、
白
点
や
朱
点
・
墨
点
を
施
し
た
訓
点
資
料
で
も
（
例
え
ば
興
聖
禅
寺
蔵
大
唐
西
域
記
巻

第
十
二
平
安
中
期
朱
点
）
、
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
は
促
音
的
音
便
が
全
く
見
ら
れ
ず
、
主
と
し
て
「
－
ひ
て
」
「
－
ヒ
テ
」
の
原
形
で
表
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

院
政
時
代
や
鎌
倉
時
代
に
降
る
と
、
毛
筆
文
献
で
も
、
規
範
か
ら
外
れ
た
俗
語
的
な
も
の
や
地
方
語
的
な
表
現
を
持
つ
文
献
で
は
、
こ
の

ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
促
音
便
が
積
極
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
下
総
の
中
山
法
華
経
寺
蔵
三
教
指
帰
注
や
、
猿
投
神
社
蔵
古
文
孝
経
建
久

（26）

六
年
（
二
九
五
）
点
が
そ
れ
で
あ
る
。



ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
促
音
便
が
現
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
文
献
に
通
ず
る
性
格
か
ら
考
え
る
と
、
日
常
口
頭
語
の
場
に
お
い
て
は
、
既
に

こ
の
促
音
便
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
反
映
し
易
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
（
角
筆
文
献
と
か
地
方
語
文
献
と
か
俗
語
的
性
格
の
文
献
と
か
の
非

規
範
的
で
日
常
口
頭
語
の
現
れ
易
い
も
の
）
に
現
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
六
項
の
、
和
語
に
お
け
る
語
頭
の
狭
母
音
音
節
の
脱
落
し
た
語
が
、
将
門
記
楊
守
敬
旧
蔵
本
に
積
極
的
に
用
い
ら
れ
て
現
れ
、
和
泉
往

来
に
も
見
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
。

こ
の
現
象
も
、
平
安
中
期
（
十
世
紀
）
の
角
筆
文
献
に
は
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
石
山
寺
蔵
漢
書
高
帝
紀
下
平
安
中
期
角
筆
点

（27）

の
「
パ
フ
（
奪
）
」
「
ダ
ス
（
出
）
」
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
も
日
常
口
頭
語
の
現
れ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
語
例
は
、
毛
筆
文
献
で
も
平
安
後
期
・
院
政
期
に
は
訓
点
資
料
や
片
仮
名
文
等
に
も
見
出
し
う
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
積
極
的
な

使
用
例
が
楊
守
敬
旧
蔵
本
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
、
第
二
唄
か
ら
第
六
項
を
綜
合
し
て
考
え
る
に
、
将
門
記
楊
守
敬
旧
蔵
本
と
和
泉
往
来
と
に
共
通
す
る
言
語
基
盤
と
い
う
の
は
、

当
時
の
日
常
口
頭
語
で
あ
り
、
そ
の
現
れ
で
あ
る
と
見
る
と
、
理
解
し
易
く
な
る
。
無
論
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
言
語
が
す
べ
て
口
頭
語
で
あ

る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
漢
字
漢
文
の
傍
訓
で
あ
る
以
上
は
訓
点
と
し
て
の
制
約
を
蒙
る
も
の
の
、
少
く
と
も
こ
の
六
項
目
に
つ
い
て
は

そ
の
反
映
と
考
え
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

尚
、
将
門
記
の
楊
守
敬
旧
蔵
本
に
お
け
る
字
音
の
撥
音
二
種
の
表
記
が
「
混
同
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
和
泉
往
来
文
治
二
年
写

本
と
「
類
似
し
た
様
相
」
と
し
て
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
の
訓
点
の
時
期
を
、
「
真
福
寺
本
将
門
記
よ
り
も
更
に
時
代
を
下
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
」

（28）

と
し
、
「
和
泉
往
来
の
時
代
に
ま
で
近
付
け
る
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
安
田
博
子
氏
の
考
え
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
″
撥
音
三
種
は
平
安
時
代
に

は
如
何
な
る
位
相
で
も
区
別
さ
れ
て
お
り
、
時
代
の
降
る
に
伴
っ
て
区
別
が
乱
れ
る
〃
、
と
い
う
藤
代
に
よ
る
変
化
〃
と
い
う
単
一
の
線
上

に
お
い
て
、
当
該
現
象
を
把
え
て
解
釈
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
楊
守
敬
旧
蔵
本
の
仮
名
字
体
が
「
真
福
寺
本
に
先
立
つ
こ
と
十
数

年
若
し
く
は
数
十
年
」
と
い
う
従
来
の
所
見
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
無
理
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定
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倉
　
時
　
代
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研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

そ
う
考
え
る
の
で
は
な
く
て
、
同
じ
時
代
の
文
献
で
も
、
表
記
規
範
の
強
い
文
献
と
、
表
記
規
範
の
弱
い
文
献
ひ
い
て
は
口
頭
語
の
反
映

し
た
文
献
と
が
併
行
す
る
と
い
う
、
複
線
の
上
で
把
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
。

五
、
将
門
記
楊
守
敬
旧
蔵
本
に
現
れ
た
口
頭
語

楊
守
敬
旧
蔵
本
に
口
頭
語
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
前
項
ま
で
に
取
扱
っ
た
六
項
の
事
象
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
に
も
認

め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
候
補
と
考
え
ら
れ
る
事
象
を
挙
げ
て
み
る
。

1
、
所
謂
、
和
文
語
の
使
用

格
助
詞
「
へ
」
が
漢
文
の
訓
点
と
し
て
は
使
わ
れ
な
い
語
で
あ
る
こ
と
は
富
士
谷
成
章
『
脚
結
抄
』
　
の
指
摘
以
来
良
く
知
ら
れ
る
が
、
楊

守
敬
旧
蔵
本
に
は
次
の
よ
う
に
三
例
使
わ
れ
て
い
る
。

テ

　

　

ノ

　

ヲ

ワ

タ

ル

　

　

　

　

　

へ

取
二
幸
嶋
之
道
一
渡
二
於
上
l
総
－
国
－
（
6
5
、
「
へ
」
①
）

ワ

タ

ル

　

　

　

　

へ

以
二
去
天
慶
二
年
十
一
月
廿
一
日
一
渉
二
於
常
陸
国
一
（
揃
、
「
へ
」
①
）

テ

　

　

　

　

　

ヲ

　

ル

　

　

　

　

ヘ

以
二
同
月
十
五
日
一
連
二
於
上
野
国
一
（
興
　
「
へ
」
①
）

同
様
に
、
漢
文
の
訓
読
に
は
使
わ
れ
な
い
、
使
役
の
助
動
詞
「
す
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

郵
一
軒
鵜
t
肪
鶴
く
ィ
報
ア
（
輿
「
イ
サ
マ
セ
テ
」
②
）

そ
の
使
役
の
表
現
に
は
、
「
ウ
タ
シ
タ
ル
」
と
い
う
語
例
も
あ
る
。

タ
ト
へ
ハ
コ
ト
シ
　
　
レ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ス
メ
ノ
　
　
　
　
　
テ
　
　
ト
二
　
　
　
　
（
ミ
セ
ケ
チ
）
　
シ
タ
ル
カ
　
ウ
タ
　
　
カ
　
ヲ

響
　
若
日
0
遼
（
上
）
東
0
（
平
軽
）
之
0
女
　
（
上
）
随
二
夫
一
「
　
事
」
令
三
討
二
父
国
一
（
輿
　
「
ウ
タ
シ
タ
ル
カ
」
②
）

ウ

「
ウ
タ
シ
メ
タ
ル
」
　
の
「
メ
」
　
の
誤
脱
と
は
見
難
く
、
「
討
タ
セ
タ
ル
」
　
の
靴
か
。
現
代
語
の
俗
用
に
通
ず
る
よ
う
な
用
法
で
あ
る
。

2
、
口
頭
語
「
ム
ズ
」
　
の
使
用

推
量
の
助
動
詞
「
ム
ズ
」
が
、
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
「
ム
ト
ス
」
と
は
異
な
る
位
相
の
語
で
あ
り
、
当
時
の
口
頭
語
と
見
る
こ
と
が



（29）

出
来
る
こ
と
は
既
に
説
か
れ
て
お
り
、
角
筆
文
献
の
沙
禰
十
戒
威
儀
経
平
安
中
期
点
に
現
れ
て
い
る
こ
と
は
別
に
説
い
た
所
で
あ
る
。
そ
の

「
ム
ズ
ト
与
見
ら
れ
る
例
が
楊
守
敬
旧
蔵
本
に
現
れ
て
い
る
。

ス

ル

　

ト

セ

ム

　

ニ

マ

タ

　

　

　

テ

ヒ

マ

ヲ

　

ヒ

ル

乃
擬
二
首
途
一
之
間
・
亦
将
門
・
伺
隙
一
迫
来
（
堕
「
セ
ム
ス
ル
」
②
）

「
ム
」
の
下
の
「
卜
」
が
誤
脱
し
た
と
見
る
余
地
も
あ
り
、
一
例
だ
け
で
あ
る
と
い
う
不
安
も
あ
る
が
、
「
ム
ズ
ル
」
の
可
能
性
を
否
定
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
。

3
、
過
去
の
助
動
詞
「
夕
」

同
様
の
語
例
と
し
て
、
助
動
詞
「
タ
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ノ

レ

タ

レ

ウ

　

セ

ラ

所
－
被
二
虜
－
領
】
雑
－
物
・
資
具
三
－
千
l
余
，
端
（
輿
「
セ
ラ
レ
タ
」
②
）

「
タ
」
の
下
の
「
ル
」
が
誤
脱
し
た
と
見
る
余
地
も
あ
り
、
一
例
だ
け
で
あ
る
と
い
う
不
安
が
あ
る
が
、
「
タ
」
の
可
能
性
も
否
定
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
、
助
詞
・
助
動
詞
に
つ
い
て
み
る
に
、
「
へ
」
「
セ
」
は
訓
点
に
用
い
ず
和
文
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
が
、
和
文
語
が
訓
読
語
よ

り
も
口
頭
語
の
方
に
近
い
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
当
時
の
口
頭
語
で
も
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
「
ム
ズ
」
や
「
タ
」
の
場
合
と
併
せ
考
え
る

と
、
い
ず
れ
も
、
口
頭
語
の
現
れ
と
見
る
余
地
が
あ
り
、
俗
用
と
さ
え
見
ら
れ
る
「
ウ
タ
シ
タ
ル
」
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
前
節
の
六
項
に
準

ず
る
も
の
と
し
て
扱
う
こ
と
が
出
来
る
。

尚
、
次
の
例
の
、

ツ

ネ

ニ

カ

ス

メ

テ

　

　

　

　

ヲ

ス

ル

　

　

　

ノ

ト

恒
　
掠
二
人
民
之
財
一
為
二
従
類
之
栄
一
也
（
興
「
ス
ル
」
②
）

「
ス
ル
」
も
、
こ
の
資
料
で
は
「
也
」
が
不
読
で
あ
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
連
体
形
終
止
と
な
る
。

4
、
字
音
語
の
俗
用

次
に
発
音
に
つ
い
て
見
る
に
、
先
ず
字
音
語
で
規
範
に
外
れ
る
も
の
が
目
に
付
く
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

m
オ
段
長
音
の
人
0
を
屯
に
発
音
す
る
。

タ

ン

　

ノ

イ

タ

リ

　

　

ヘ

　

シ

ウ

歎
念
之
至
不
レ
可
二
勝
言
一
（
輿
「
シ
ウ
」
②
）

「
勝
」
は
蒸
韻
又
は
護
韻
の
字
で
あ
り
、
字
音
仮
名
遣
で
は
「
シ
ョ
ウ
」
と
表
さ
れ
る
。
こ
の
音
が
既
に
オ
段
拗
長
音
の
〈
0
に
発
音
さ
れ
た

ケ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

イ

レ

ウ

こ
と
は
、
同
じ
蒸
韻
字
を
「
。
愛
（
去
）
。
興
（
去
）
（
1
2
9
「
ケ
ウ
」
②
）
」
「
凌
l
轢
（
興
「
レ
ウ
」
②
）
」
「
李
陵
（
1
3
2
「
キ
イ
レ
ウ
」
③
）
」
の
よ
う
に

（30）

「
エ
ウ
」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
。
こ
の
オ
段
長
音
を
「
シ
ウ
」
と
表
し
た
の
は
、
屯
と
い
う
長
音
に
発
音
さ
れ
た
例
と

（31）

見
ら
れ
る
。
こ
の
現
象
に
つ
い
て
は
、
既
に
先
学
に
よ
る
諸
論
考
が
あ
り
、
福
島
邦
道
民
が
そ
の
論
考
で
概
括
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
の
論
考

（32）

で
高
松
政
雄
氏
は
こ
れ
が
単
な
る
表
記
上
だ
け
の
問
題
で
な
く
そ
の
音
声
を
荷
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
国
語
音
声
史
上
の
位
置
付
け
を
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
現
象
は
、
中
世
末
・
近
世
初
頭
に
盛
行
し
十
七
世
紀
中
葉
を
境
と
し
て
終
息
に
向
う
と
さ
れ
る
が
、
潤
っ
て
院
政
時
代
に
も
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
後
述
の
よ
う
に
和
泉
往
来
文
治
二
年
写
本
に
も
あ
る
。
又
、
角
筆
文
献
に
も
指
摘
さ
れ
て
、
比
較
的
口
頭
語
を
露
呈
さ
せ

（33）

た
り
或
い
は
地
方
色
を
帯
び
た
よ
う
な
資
料
が
多
い
。

拗
オ
段
長
母
音

遇
摂
姥
韻
の
「
虜
」
は
字
音
仮
名
遠
で
「
リ
ヨ
」
と
表
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
「
レ
ウ
」
と
し
た
例
が
あ
る
。

レ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ

ヨ

リ

ヤ

ウ

虜
－
領
（
輿
「
レ
ウ
」
②
）
　
（
承
徳
本
「
虜
掠
」
1
2
6
別
）

レ

ウ

リ

ヤ

ク

シ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

リ

ヨ

虜
－
掠
　
（
興
「
レ
ウ
リ
ヤ
ク
シ
テ
」
②
）
　
（
承
徳
本
「
虜
掠
」
型

ケ

ウ

　

レ

ウ

　

レ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

H

．

ヨ

仮
名
の
「
レ
ウ
」
は
、
先
述
の
「
興
」
「
凌
」
「
陵
」
と
同
じ
く
オ
段
拗
長
音
を
表
す
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
「
虜
」
の
長
母
音
の
例
と
見
ら
れ
る
。

㈲
オ
段
長
音
の
短
呼

一
方
、
オ
段
長
音
を
短
呼
し
た
と
見
ら
れ
る
例
も
あ
る
。

ソ

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ソ

ス

奏
（
凋
、
「
ソ
」
③
）
　
奏
（
2
4
8
、
「
ソ
ス
」
②
）

ホ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ホ

暴
土
思
（
興
　
「
ホ
」
②
か
）
　
暴
悪
（
興
　
「
ホ
」
②
）



ハ

ン

ト

坂
東
（
根
、
「
ト
」
②
）

こ
れ
ら
は
、
「
ウ
」
の
省
記
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
同
じ
語
が
同
じ
語
形
で
表
さ
れ
、
類
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
オ
段
長
音
の
短
呼
と

見
る
こ
と
が
出
来
そ
う
で
あ
る
。

右
掲
の
田
畑
畑
は
、
字
音
語
の
規
範
か
ら
外
れ
た
も
の
で
あ
り
、
俗
用
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
口
頭
語
の
世
界
で
発
音
さ
れ
て
い
た
も

の
の
反
映
と
見
て
不
都
合
は
な
い
。

5
、
和
語
の
語
頭
狭
母
音

サ

キ

イ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

テ

和
語
に
お
い
て
、
「
先
－
立
（
興
「
サ
キ
イ
」
②
か
）
」
の
よ
う
な
長
母
音
の
例
や
、
「
引
（
輿
「
ヒ
テ
」
①
）
」
の
よ
う
な
狭
母
音
の
連
続
し

た
場
合
に
そ
の
一
つ
が
脱
落
し
た
例
も
あ
る
が
、
他
に
、
「
イ
ヤ
シ
ク
モ
」
が
こ
の
文
献
で
は
、
常
に
「
ヤ
シ
ク
モ
」
と
表
さ
れ
て
い
る
。

ヤ
シ
ク
モ

萄
　
（
岬
、
弧
、
卸
7
、
「
ヤ
シ
ク
」
③
）

和
泉
往
来
で
も
、
後
述
の
よ
う
に
、
「
ヤ
シ
ク
モ
」
と
あ
る
か
ら
、
語
頭
の
狭
母
音
が
脱
落
し
た
形
と
見
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
も
、

口
頭
語
と
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
反
映
か
と
考
え
ら
れ
る
候
補
で
あ
る
。

六
、
和
泉
往
来
文
治
二
年
写
本
に
現
れ
た
口
頭
語

和
泉
往
来
文
治
二
年
写
本
の
中
に
も
、
前
々
項
ま
で
に
取
扱
っ
た
六
項
の
事
象
以
外
に
も
、
口
頭
語
の
候
補
と
考
え
ら
れ
る
事
象
が
あ
る
。

1
、
和
文
語

カ
レ
コ
レ

「
彼
此
」
が
漢
文
訓
読
語
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
コ
レ
カ
レ
」
は
和
文
に
見
ら
れ
る
語
で
あ
る
。
そ
の
「
コ
レ
カ
レ
」
が
和
泉
往
来
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。

キ
シ
ノ
　
ノ
カ
ソ
ヘ
コ
レ
カ
レ
　
コ
　
　
タ
イ
ナ
リ

岸
曲
技
此
彼
古
l
鉢
　
（
8
7
）

2
、
俗
語
の
使
用

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

テ

イ

タ

ラ

ク

　

　

イ

ハ

イ

ル

　

ヲ

ヨ

ス

　

フ

タ

ロ

ウ

和
泉
往
来
に
俗
語
の
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
既
に
遠
藤
嘉
基
博
士
が
指
摘
さ
れ
、
後
世
俗
に
使
わ
れ
る
「
為
体
」
や
「
所
謂
」
「
凡
」
「
綻
」

ウ

ク

コ

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

3

4

）

　

　

　

　

　

　

シ

リ

ケ

レ

「
癖
」
な
ど
を
「
俗
語
で
は
な
か
ろ
う
か
」
と
さ
れ
た
。
こ
の
他
に
も
「
尻
切
」
の
語
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ヌ
リ
　
　
ア
シ
タ
カ
ワ
シ
リ
ケ
レ

調
度
唐
笠
塗
　
蒔
革
尻
切
等
也
（
…
聖

「
尻
切
」
は
、
か
か
と
が
切
れ
た
よ
う
に
見
え
る
藁
草
履
で
、
類
衆
名
義
抄
（
観
智
院
本
）
に
は
「
履
」
に
「
シ
リ
キ
レ
ワ
ラ
ク
ツ
」
の
訓
が

あ
る
。
頓
要
集
・
運
歩
色
葉
・
伊
京
集
・
明
応
五
年
本
節
用
集
な
ど
後
世
の
辞
書
も
「
シ
リ
キ
レ
」
で
載
っ
て
い
る
。
宇
津
保
物
語
・
祭
の

し

り

　

や

　

　

　

　

ま

候
に
も
前
田
家
本
に
よ
る
と
「
し
り
き
れ
の
尻
の
破
れ
た
る
勢
き
て
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
梁
塵
秘
抄
で
は
「
き
ぬ
は
か
り
き
ぬ
、

か
さ
　
し
h
ソ
け
れ

し
り
け
れ
も
」
（
五
四
五
）
、
古
本
説
話
集
で
も
「
笠
、
尻
切
な
ど
も
」
（
巻
下
、
六
十
七
）
と
「
し
り
け
れ
」
の
形
で
出
て
お
り
、
和
泉
往
来
と

き

同
じ
で
あ
る
。
語
源
か
ら
考
え
れ
ば
、
「
し
り
切
れ
」
が
本
の
形
で
、
「
し
り
け
れ
」
は
そ
の
昔
転
誰
と
見
ら
れ
る
。
梁
塵
秘
抄
に
「
む
ず
」

（35）

「
そ
（
禁
止
）
」
「
た
し
」
「
う
」
「
ど
こ
」
「
な
に
L
に
」
の
口
頭
語
が
存
す
る
こ
と
は
先
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
古
本
説
話
集
に
も
「
む

シ
い
ソ
ケ
レ

ず
」
「
な
に
L
に
」
な
ど
の
口
頭
語
が
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
和
泉
往
来
の
「
尻
切
」
と
い
う
音
誰
形
も
、
俗
語
と
し
て
口
頭
語
の
世
界
で
使

わ
れ
て
い
た
語
が
現
れ
た
と
考
え
て
も
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

3
、
過
去
の
助
動
詞
「
タ
」

助
動
詞
「
タ
」
　
と
見
ら
れ
る
語
が
あ
る
。

セ
イ
ヤ
ウ
ユ
キ
タ
ワ
　
　
　
　
キ
タ

青
陽
往
也
未
明
来
也
（
6
5
）

「
タ
」
の
下
の
「
リ
」
が
誤
脱
し
た
と
見
る
余
地
も
あ
り
、
一
例
だ
け
で
あ
る
と
い
う
不
安
も
あ
る
が
、
「
夕
」
の
可
能
性
も
否
定
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

4
、
二
段
活
用
の
一
段
化
し
た
例

二
段
活
用
の
一
段
化
し
た
例
と
し
て
検
討
す
べ
き
語
が
あ
る
。

ト
イ
フ
ハ
キ
シ
ノ
　
　
　
　
ト
ホ
シ
ミ
　
　
　
　
ヲ
チ
ル

四
者
岸
樹
風
燭
浪
舟
落
花
是
也
（
8
8
）



「
ヲ
チ
ル
」
は
、
底
本
の
字
体
が
「
ヲ
ノ
セ
ル
」
と
見
え
る
が
、
「
ノ
セ
」
は
親
本
の
「
チ
」
を
誤
写
し
た
も
の
と
見
て
差
支
え
な
い
。
「
オ

チ
ル
」
は
他
文
献
に
も
あ
り
、
『
口
語
法
別
記
』
に
お
い
て
上
二
段
活
用
の
一
段
化
し
た
例
と
説
か
れ
た
が
、
「
オ
チ
イ
ル
」
の
「
イ
」
が
連

母
音
の
た
め
に
落
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
和
泉
往
来
の
こ
の
箇
所
は
、
歌
の
四
病
を
挙
げ
た
も
の
で
、
「
落
花
」
は
「
落
花
病
」
の
意
で
あ
る
。
そ
の
意
は
文
字
通
り
「
地

に
落
ち
る
花
」
で
あ
っ
て
、
「
陥
る
」
の
意
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
例
は
、
二
段
活
用
の
一
段
化
し
た
も
の
と
な
る
。

5
、
字
音
語
の
俗
用

字
音
語
で
規
範
に
外
れ
る
発
音
が
次
の
よ
う
に
あ
る
。

㈲
オ
段
長
音
の
6
を
凸
に
発
音
す
る

ナ
ウ
へ
イ
タ
リ

身
　
彫
弊
也
（
M
望

「
彫
」
は
蔚
韻
の
字
で
あ
り
、
字
音
仮
名
遣
で
は
「
テ
ウ
」
と
表
さ
れ
る
。
こ
の
音
が
既
に
オ
段
拗
長
音
と
同
音
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
、

蒸
韻
字
の
「
勝
」
「
構
」
「
升
」
「
興
」
が
、
「
勝
劣
（
讐
「
僻
針
（
粥
こ
「
甲
山
（
Ⅲ
ご
「
則
バ
ナ
リ
ト
（
型
と
表
記
さ
れ
て
い
る
例
の
存
す

る
こ
と
か
ら
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
オ
段
長
音
を
「
チ
ウ
」
と
表
し
た
の
は
、
V
u
と
い
う
長
音
に
発
音
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
と
見
ら
れ
る
。
将

シ
ウ

門
記
楊
守
敬
旧
蔵
本
の
「
勝
言
」
と
同
じ
事
象
と
な
る
。

も
う
一
例
検
討
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。

レ
　
ヒ
　
リ
ウ
ナ
リ
ト

雄
二
此
微
随
一
　
（
2
4
g
）

「
障
」
は
「
随
」
字
に
見
え
る
が
、
文
脈
か
ら
は
「
隈
」
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。
「
陪
」
と
す
れ
ば
候
韻
字
で
字
音
仮
名
道
が
「
ロ
ウ
」

と
な
る
。
こ
れ
を
「
リ
ウ
」
と
表
す
の
も
、
オ
段
長
音
人
0
を
Y
u
に
発
音
し
た
こ
と
を
示
す
例
と
な
る
。

畑
オ
段
長
母
音

遇
摂
御
韻
の
「
慮
」
は
字
音
仮
名
道
で
「
リ
ヨ
」
と
表
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
「
リ
ヨ
ウ
」
と
し
た
例
が
あ
る
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

マ
コ
ト
こ
タ
マ
パ
テ
　
ケ
ン
リ
ヨ
ウ
ヲ

特
　
賜
二
賢
慮
一
（
1
0
）

n
ノ
ヨ

「
慮
」
　
の
長
母
音
の
例
と
見
ら
れ
る
。

右
掲
の
川
畑
は
、
字
音
語
の
規
範
か
ら
外
れ
た
も
の
で
あ
り
、
俗
用
と
考
え
ら
れ
る
。

6
、
和
語
の
語
頭
狭
母
音

カ

ツ

ウ

ワ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ユ

ヘ

　

　

　

ユ

へ

和
語
に
お
い
て
、
「
且
　
（
描
）
」
の
よ
う
な
長
母
音
の
例
や
、
「
昏
（
2
2
8
）
」
「
暁
（
珊
）
」
　
の
よ
う
な
狭
母
音
の
連
続
し
た
場
合
に
そ
の
一
つ
が

脱
落
し
た
例
も
あ
る
が
、
他
に
、
「
イ
ヤ
シ
ク
モ
」
を
「
ヤ
シ
ク
モ
」
と
表
し
た
語
が
あ
る
。

ヤ

シ

ク

モ

　

　

　

　

ス

ツ

萄
治
】
国
之
術
（
2
3
2
）

将
門
記
楊
守
敬
旧
蔵
本
に
も
、
前
述
の
よ
う
に
、
同
じ
語
形
が
あ
る
。
語
頭
の
狭
母
音
が
脱
落
し
た
形
と
見
ら
れ
、
こ
の
語
形
が
口
頭
語
と

し
て
行
わ
れ
て
い
た
か
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

七
、
和
化
漢
文
の
口
頭
語
資
料

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
将
門
記
楊
守
敬
旧
蔵
本
と
和
泉
往
来
文
治
二
年
写
本
と
に
は
、
当
時
の
訓
点
の
表
記
や
用
語
の
規
範
か
ら
外
れ
た

言
語
事
象
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
多
く
は
相
通
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
言
語
事
象
の
う
ち
、
文
法
事
項
を
見
る
と
、
助
動
詞
「
ム
ズ
」
「
タ
」
は
、
鎌
倉
時
代
の
片
仮
名
文
で
口
頭
語
と
認
め
ら
れ
た
語
で
あ

り
、
又
、
連
体
形
終
止
や
二
段
活
用
の
一
段
化
も
こ
れ
に
準
じ
て
当
時
の
口
頭
語
と
考
え
ら
れ
る
語
法
で
あ
る
。

音
声
・
音
韻
事
項
を
見
て
も
、
サ
行
開
拗
音
や
合
拗
音
を
直
音
で
表
し
た
り
、
撥
音
二
種
を
区
別
し
な
か
っ
た
り
す
る
の
は
、
学
習
音
と

し
て
得
た
外
来
者
に
対
し
て
固
有
の
日
本
語
の
音
韻
体
系
の
中
で
把
え
た
結
果
と
考
え
ら
れ
、
当
時
の
日
常
談
話
語
の
反
映
と
見
て
矛
盾
し

な
い
。
又
、
ハ
行
四
段
活
用
動
詞
の
促
音
便
や
語
頭
の
狭
母
音
音
節
の
脱
落
が
積
極
的
に
現
れ
て
い
る
こ
と
も
、
日
常
談
話
語
の
反
映
と
見

得
る
。
こ
れ
ら
は
、
平
安
時
代
の
角
筆
文
献
に
同
じ
事
象
が
存
す
る
こ
と
か
ら
も
証
せ
ら
れ
る
。
角
筆
文
献
の
用
語
に
は
当
時
の
口
頭
語
が



反
映
す
る
か
ら
で
あ
る
。

ヤ
シ
タ
モ

さ
す
れ
ば
、
字
音
語
に
お
い
て
、
オ
段
長
音
の
人
。
を
〉
u
に
発
音
し
た
り
、
オ
段
長
母
音
、
或
い
は
オ
段
長
音
の
短
呼
や
、
和
語
の
「
萄
」

と
発
音
し
た
り
す
る
現
象
も
、
日
常
談
話
の
場
で
行
わ
れ
て
い
た
も
の
の
現
れ
と
解
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

口
頭
語
は
、
将
門
記
二
本
と
古
往
来
二
本
の
う
ち
で
は
、
規
範
力
の
弱
い
楊
守
敬
旧
蔵
本
と
和
泉
往
来
と
に
強
く
現
れ
た
が
、
正
格
漢
文

と
違
っ
て
、
本
来
日
本
語
文
を
書
い
た
和
化
漢
文
の
訓
読
に
は
潜
在
的
に
現
れ
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
規
範
力
の
働
い
て
い
る
、
将
門
記
承

ハ

ラ

　

　

　

ト

コ

ニ

カ

徳
本
で
も
、
裏
書
で
は
「
疎
欄
シ
ウ
リ
ム
」
と
翌
日
の
区
別
を
乱
し
た
り
、
「
辣
（
4
1
5
）
」
「
何
　
（
5
3
7
）
」
と
語
頭
の
狭
母
音
を
脱
落
し
た
り
し
た

シ

テ

ス

ル

　

　

　

（

テ

ヘ

）

り

語
が
あ
り
、
又
、
連
体
形
終
止
も
「
推
擬
二
入
部
一
者
　
（
型
」
の
よ
う
に
現
れ
る
。
又
、
高
山
寺
本
古
往
来
で
も
、
助
動
詞
「
タ
」
や
連

（36）

体
形
終
止
が
現
れ
る
。
規
範
力
の
間
隙
を
ぬ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
口
頭
語
が
現
れ
て
い
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
日
常
談
話
の
場
で
は
こ
の
種

の
口
頭
語
や
そ
の
語
法
が
も
っ
と
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。

注
（
1
）
　
拙
稿
「
鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
十
一
韓
、
昭
和
六
十
三
年
八
月
）
。
　
　
　
ホ
ウ
正
反

（
2
）
　
拙
稿
「
将
門
記
承
徳
点
本
の
仮
名
達
を
め
ぐ
っ
て
」
（
国
文
学
致
第
四
十
九
号
、
昭
和
四
十
四
年
三
月
）
。
尚
、
別
筆
仮
名
に
は
「
褒
賞
」
（
諏
）

の
類
音
字
が
あ
る
。

（
3
）
　
注
（
2
）
文
献
。

（
4
）
　
こ
の
事
は
、
既
に
安
田
博
子
氏
が
「
楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
仮
名
点
の
性
格
上
の
字
音
語
表
記
を
め
ぐ
っ
て
－
」
（
語
文
研
究
第
三
十
五
号
、
昭
和
四
十

八
年
八
月
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
挙
例
に
は
脱
落
も
あ
り
、
特
に
仮
名
の
第
一
種
、
第
二
種
、
第
三
種
の
認
定
に
は
筆
者
と
異
な
る
も

の
が
あ
り
、
筆
者
に
は
区
別
の
困
難
な
も
の
が
あ
る
の
で
筆
者
の
認
め
た
例
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。
尚
、
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
よ
う

に

、

筆

者

は

異

な

っ

た

考

え

を

持

っ

て

い

る

。

　

　

　

　

吾

プ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

≡

（
5
）
　
今
日
促
音
に
発
音
さ
れ
て
い
る
介
入
音
に
「
ム
」
を
表
記
し
た
「
専
」
（
輿
「
モ
ム
ハ
」
③
、
「
ラ
」
①
か
）
が
あ
る
。
「
尤
」
（
型
が
介
入
音

の
促
音
を
零
表
記
し
た
も
の
と
す
れ
ば
「
モ
ム
バ
ラ
」
の
「
ム
」
は
後
続
の
「
ハ
」
の
唇
音
に
引
か
れ
た
唇
音
的
な
音
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

る
。

ツ
ク
ロ
テ

（
6
）
一
例
、
「
繕
　
（
5
8
）
」
が
零
表
記
の
よ
う
に
見
え
る
が
「
ツ
ク
ロ
」
は
別
筆
に
よ
る
後
か
ら
加
筆
し
た
仮
名
で
あ
る
の
で
「
ヒ
」
の
省
記
の
可
能

ト

イ

ム

ハ

キ

へ

性
が
あ
る
。
又
、
別
筆
仮
名
に
は
「
有
二
　
近
憂
こ
　
（
4
9
8
、
「
イ
ム
ハ
」
別
）
　
が
あ
る
。

（
7
）
築
島
裕
「
高
山
寺
本
古
往
来
の
文
献
学
的
欄
究
」
（
『
高
山
寺
古
往
来
表
白
集
』
高
山
寺
資
料
増
等
南
、
所
収
）
。

（
8
）
　
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
、
サ
行
の
開
拗
音
は
仮
名
表
記
が
殆
ど
を
占
め
る
が
、
一
例
だ
け
、
「
呵
噴
（
掴
）
」
の
類
音
字
表
記
が
あ
る
。

（
9
）
　
和
泉
往
来
で
も
、
仮
名
表
記
の
他
に
、
類
音
字
表
記
が
次
の
よ
う
に
存
す
る
　
（
「
レ
」
は
「
ン
」
　
で
示
す
）
。

ク
生
ウ
　
ヒ
　
ウ
　
　
　
　
生
　
　
　
　
生
カ
ウ
　
　
　
　
生
リ
ン
ヱ
ン
　
　
　
　
　
生
レ
イ
　
　
　
　
キ
ン
生
ン
　
　
　
　
ン
生
　
　
　
　
テ
ィ
生

宮
商
角
徴
羽
（
9
4
）
　
賞
（
1
8
）
　
上
聞
（
2
2
）
　
上
林
苑
　
（
5
9
）
　
壮
齢
（
1
9
3
）
　
金
章
（
1
6
）
　
金
商
（
1
3
3
）
　
提
弊

生
ウ
カ

鹿
章
可
（
1
2
2
）
　
（
「
鹿
章
」
　
は
　
「
聾
」
　
の
誤
字
）

尺
　
　
　
　
尺
シ
　
　
　
　
　
王
尺
　
　
　
　
　
力
尺
ス
ン

冊
（
3
7
）
　
酌
使
（
2
1
8
）
　
延
弱
（
用
）
　
下
岩
村
（
5
9
）

上
ン

解
状
（
1
8
g
）

コ
ウ
出

項
他
（
2
4
）

ク
ワ
ウ
生
　
　
　
　
ケ
ン
生

（
犯
）
　
歓
賞
（
1
0
）
　
憲
章
（
2
3
3
）

尚
、
和
泉
往
来
が
「
ヤ
行
表
記
と
同
時
に
多
く
の
直
音
表
記
を
含
ん
で
い
る
」
と
し
て
楊
守
敬
旧
蔵
本
と
共
通
し
た
性
格
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
、

安
田
博
子
氏
が
注
（
4
）
所
掲
論
文
で
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
筆
者
は
異
な
っ
た
考
え
で
あ
る
。

（
1
0
）
　
高
山
寺
本
古
往
来
で
は
、
類
音
字
表
記
は
次
の
一
例
の
み
で
あ
る
。

火

桃
－
花
（
3
2
2
）

（
1
1
）
　
拙
稿
「
国
語
史
料
と
し
て
の
高
山
寺
本
古
往
来
」
　
（
注
（
7
）
文
献
五
四
四
頁
）
。

（
1
2
）
　
和
泉
往
来
で
唇
内
撥
音
m
を
「
り
こ
で
表
記
し
た
例
は
挙
例
の
他
は
次
の
語
で
あ
る
。

古

ン

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

ン

イ

ン

　

　

　

　

　

ン

　

ス

ン

　

　

　

　

セ

イ

ハ

ン

　

　

　

　

キ

ン

ヱ

イ

金
烏
（
3
、
「
古
」
は
存
疑
）
　
恩
蔭
（
2
5
）
　
三
春
（
5
8
）
　
征
帆
（
7
1
）
　
吟
詠
（
8
6
）
那
覇

ケ
ン
火
イ
　
　
　
　
　
　
　
タ
ン

（
1
3
3
）
　
厳
海
（
1
3
3
）
　
肝
臆
（
Ⅲ
）

チ

ン

タ

イ

　

　

　

ニ

ン

　

　

　

キ

ン

ス

沈
－
滞
（
湖
）
　
任
（
1
8
9
）
　
禁
（
1
9
7
）

コ

ン

ス

ッ

　

　

　

　

火

イ

リ

ン

　

　

　

　

　

ン

　

シ

　

　

　

　

　

セ

ン

カ

ウ

ス

斡
他
（
1
4
1
）
　
椀
林
（
1
4
2
）
　
金
字
（
1
5
1
）
　
暗
仰
（
1
5
3
）

ア

ン

火

イ

　

　

　

セ

ン

ヱ

　

　

　

　

　

　

タ

ン

カ

暗
壊
（
懐
）
（
m
）
　
潜
衛
（
型
　
配
亘
（
型
　
澹
荷
（
墾

（101）

・．．灰野
六
1
6
5
）

ン恩
（
繍
）

′

　

　

　

ヰ

ン

シ

テ

　

　

　

　

カ

ン

エ

ツ

　

　

　

　

　

ン

生

…
（
皿
）
　
諸
　
（
用
）
　
感
悦
（
1
2
1
）
　
金
商

シ
ン
ヤ
タ
　
　
　
　
　
　
カ
ウ
ケ
ン
　
　
　
　
　
　
サ
ン
シ
シ
テ

斜
酌
（
猫
）
　
効
験
（
1
7
2
）
　
参
仕
（
1
8
5
）

部
鶴

ヒ

ヱ

ク

尚
、
「
美
艶
（
9
1
）
」
　
は
　
「
ク
」
が
　
「
レ
」
　
の
誤
字
か
可
か
未
詳
な
の
で
数
に
入
れ
て
い
な
い
。



（13）

（14）

（15）（16）（17）（18）（19）（20）（21）（22）（23）（24）

晶
コ
ツ
マ
ウ
ヒ

こ
の
他
に
、
「
上
凡
骨
亡
比
」
（
9
4
）
の
よ
う
な
類
音
字
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
取
挙
げ
な
い
。

ラ

天

　

　

　

源

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

。

セ

チ

こ
の
他
に
、
「
大
螺
錮
（
翌
」
「
五
絃
（
6
3
）
」
の
よ
う
な
類
音
字
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
取
挙
げ
な
い
。
尚
、
そ
の
他
の
表
記
と
し
て
、
「
括
洗
（
5
0
）
」

火

ニ

　

　

　

　

　

　

ケ

イ

ヘ

、

「
弱
冠
（
望
」
が
あ
り
、
又
「
刑
鞭
（
㍑
）
」
が
あ
る
。
「
へ
ヽ
」
は
未
詳
で
あ
る
。

注
（
n
）
文
献
、
五
三
二
貢
。

注
（
1
1
）
文
献
、
五
三
四
頁
。

拙
稿
「
将
門
記
に
お
け
る
漢
字
の
用
法
－
和
化
漢
文
と
そ
の
訓
読
と
の
相
関
の
問
題
－
」
（
山
岸
徳
平
編
『
日
本
漢
文
学
史
論
考
』
所
収
）
。

川
口
久
雄
『
平
安
朝
日
本
漢
文
学
史
の
研
究
　
中
』
第
十
五
章
。

注
（
7
）
文
献
、
四
六
七
頁
。

注
（
1
1
）
文
献
、
四
七
四
頁
「
漢
字
の
用
法
と
振
仮
名
と
の
関
係
」
。

拙
稿
「
訓
点
に
お
け
る
拗
音
表
記
の
沿
革
』
（
「
王
朝
文
学
」
第
九
号
、
後
に
『
論
集
日
本
語
研
究
1
3
中
世
語
』
に
再
録
）
。

角
筆
文
献
で
は
、
更
に
潤
っ
て
平
安
後
期
の
延
久
二
年
頃
（
一
〇
七
〇
）
の
加
筆
（
角
筆
文
字
の
上
紗
ら
延
久
二
年
の
朱
点
が
重
ね
書
し
て
い
る

ケ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

′

1

か
ら
延
久
二
年
よ
り
前
と
な
る
）
に
、
「
灰
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
重
ね
書
し
た
朱
点
で
は
頬
音
字
で
「
灰
」
と
あ
る
（
拙
著
『
角
筆
文
献
の
国
語
学

的
研
究
』
研
究
篇
七
一
六
頁
）
。
こ
れ
も
日
本
語
の
合
壁
日
が
直
音
に
変
化
し
た
早
い
例
を
示
す
と
見
る
の
で
は
な
く
、
学
習
者
と
し
て
の
拗
音
を

日
本
語
の
音
韻
体
系
の
中
で
把
え
て
表
し
た
も
の
で
、
当
時
の
日
本
人
の
口
頭
音
を
角
筆
に
よ
っ
て
示
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
例
で
あ
る
。

注
（
2
2
）
拙
著
九
六
六
頁
。

下
総
（
千
葉
県
市
川
市
）
の
中
山
法
華
経
寺
蔵
の
『
三
教
指
帰
注
』
は
、
片
仮
名
交
り
文
の
説
話
を
含
む
文
献
で
、
日
蓮
聖
人
の
手
沢
本
と
し
て

聖
人
ゆ
か
り
の
こ
の
寺
に
秘
蔵
さ
れ
て
来
た
も
の
で
、
院
政
末
期
か
、
降
っ
て
も
鎌
倉
初
期
よ
り
下
ら
な
い
時
の
書
写
本
で
あ
る
が
、
m
と
n
と
の

区
別
が
認
め
ら
れ
な
い
。
愛
知
県
の
猿
投
神
社
蔵
の
『
古
文
孝
経
』
に
建
久
六
年
（
二
九
五
）
に
墨
仮
名
で
施
し
た
訓
点
で
も
m
と
。
と
の
区
別

が
な
い
。
当
時
の
地
方
の
資
料
で
は
、
明
ら
か
に
区
別
の
意
識
の
な
か
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
滞
っ
て
、
院
政
初
期
に
加
賀
国

ノ

温
泉
寺
の
天
台
僧
明
覚
が
著
作
し
た
『
悉
曇
要
訣
』
（
康
和
三
年
（
二
〇
一
）
こ
ろ
）
に
は
、
「
日
本
東
人
」
の
如
き
は
「
疇
オ
ム
ヲ
習
テ
オ
ン
ト
」

い
う
と
書
い
た
記
事
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
m
を
「
ン
」
で
表
し
て
い
て
m
と
n
と
の
区
別
が
な
い
意
と
さ
れ
て
い
る
。
「
東
大
」
は
「
畿
内

方
言
に
対
す
る
東
国
方
言
」
を
話
す
人
の
意
味
に
見
ら
れ
る
が
、
広
く
「
田
舎
人
」
あ
る
い
は
「
非
知
識
層
」
の
意
味
と
見
る
考
え
も
あ
る
。

和
化
漢
文
に
お
け
る
口
頭
語
資
料
の
認
定



（25）（26）（27）（28）（29）（30）（31）（32）（33）（34）（35）（36）

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

い
ず
れ
に
せ
よ
、
非
規
範
的
表
現
に
お
い
て
は
、
m
と
n
と
の
区
別
の
意
識
の
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

更
に
潤
っ
て
、
藤
原
公
任
二
〇
四
一
役
、
七
十
六
歳
）
の
『
北
山
抄
』
の
、
元
日
の
宴
会
の
儀
式
の
所
で
、
大
臣
が
侍
座
せ
よ
と
命
ず
る
会
話
を
、

シ

キ

ヰ

ン

「
大
臣
、
『
侍
座
之
支
努
』
と
宣
る
」
と
書
い
て
い
る
。
「
侍
座
」
の
読
み
方
を
示
し
た
「
之
支
芦
」
は
、
「
敷
き
居
む
」
　
（
鄭
重
な
命
令
表
現
）
を
表
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
声
」
は
、
漢
字
音
と
し
て
n
の
韻
尾
で
あ
る
の
に
、
助
動
詞
の
「
む
」
　
（
マ
行
の
撥
音
m
）
　
を
表
す
の
に
用
い
て
い
る
。

平
安
時
代
に
お
い
て
さ
え
、
口
頭
語
で
は
、
二
種
類
の
撥
音
の
区
別
が
な
か
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

注
（
2
2
）
拙
著
三
一
七
・
七
四
四
貢
。

注
　
（
2
2
）
　
拙
著
七
四
六
頁
。

注
　
（
2
2
）
　
拙
著
七
四
九
頁
。

注
　
（
4
）
　
文
献
。

注
　
（
2
2
）
　
拙
著
七
七
四
貢
。

拙
稿
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
　
（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
）
。

福
島
邦
道
「
「
み
ゆ
う
」
と
「
み
よ
う
」
の
交
替
」
（
詰
禁
博
士
国
語
学
論
集
』
昭
和
四
十
四
年
六
月
、
『
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
と
国
語
研
究
」
に
再

収）。高
松
政
雄
「
オ
段
拗
長
音
の
一
間
題
」
　
（
国
語
学
第
八
十
三
韓
、
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
）
。

注
　
（
2
2
）
　
拙
著
九
九
〇
貢
。

遠
藤
嘉
基
「
諾
剛
蔵
「
和
泉
往
来
」
に
つ
い
て
」
（
語
文
研
究
第
十
号
、
昭
和
三
十
五
年
五
月
）
。

注
　
（
1
）
　
文
献
。

注
　
（
1
1
）
　
文
献
五
五
二
・
五
五
六
貢
。

〔
附
記
〕

本
稿
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
総
合
研
究
紬
「
平
安
鎌
倉
時
代
語
研
究
資
料
の
綜
合
的
調
査
研
究
」
に
よ
る
成
果
の
一
部
で

あ
る
。




